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今月の特集

町職員・教職員人事異動を
お知らせします
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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント

　3月は、宇和島地区廃棄

物処理施設整備促進協議会

（16 日 宇和島市）、大久保

山ダム管理委員会（17 日）、

要保護児童対策地域協議

会（18 日）、深浦小学校閉

校式（20 日）、防災教育連

携協力協議会・推進懇談会

（21日）、水産業振興協議会・

水産研究開発室運営委員会

（23 日）、国民健康保険運営

協議会（23 日）、行政改革

推進本部会議（24 日）、PFI

事業者選定委員会（25 日）、

大久保山土地改良区総代会

（26 日）、宇和島道路（津島

高田 IC ～宇和島南 IC）開

通式（27 日 宇和島市）、岩

松川総合開発促進対策協議

会総会（30 日 宇和島市）、

町教職員離任式・町職員退

職者辞令交付式（31 日）な

どに出席しました。

　4月は、町職員異動辞令

交付式・教職員着任式

（1日）、南宇和高校入学式

（8日）、馬場集会所落成祝

賀会（11 日）などに出席し

ました。

御荘文化センターで、南

宇和カラオケ愛好会(松岡

利
としひこ

彦会長)主催による「第

43回福祉チャリティー

歌・舞踊発表会」が開催

され、収益金が町社会福

祉協議会に寄付されまし

た。(4/11)

御荘平城地区の馬場集
会所で落成祝賀会が執
り行われ、地元の方々
約60名が集会所の落成
を祝いました。(4/11)

念願の宇和島道路津島
高田IC～宇和島南IC間
7.8kmが完成し、開通
式が行われました。
(3/27)

春の陽気に誘われて

か、植木鉢の底から生

えてきたサクラソウ

です。(御荘長月 中田

美
み か

加さん宅 3/19)

DE・あ・い・21で、倉
田満

み つ こ

子さん(御荘平城)
の陶芸展が開催され、
花瓶や壷、絵画など55
点が展示されました。
(4/10～19)

町連合婦人会との交流事
業で愛南町を訪れていた
八幡浜市連合婦人会の皆
さんが、道の駅「みしょ
うMIC」で愛南のカキを
試食しました。100個用
意していた蒸しガキは、
あっという間に無くなり
ました。(3/2)

深浦地区恒例の「城

遊び」で記念撮影。子ども達

の笑顔にこちらも楽しくなり

ます。

4/4

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

町職員人事異動をお知らせします

教職員人事異動をお知らせします

町政フラッシュ

笑顔いっぱい！愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

深浦小学校閉校式
で行われた記念
児童集会の様子
です。今までに
5,441名の方が卒
業したそうです。
(3/20)
【P14参照】

歩行者天国となった城辺商店街
です。清々しい青空のもと恒例
の「げんき市」が行われました。
(3/21)【P27参照】

「ぎょしょく普及戦隊 愛南ぎょレンジャー」
のイラストデザインができました。【P19参
照】

3年生にとって最後となる南高吹奏楽部定期演
奏会の様子です。顧問の土居俊

しゅんいち

一先生が卒業
生のために作った「南風のうた2009」を合唱
しました。(3/28)【P26参照】
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氏　

名

【
課
長
級
】

企
画
財
政
課　

課
長　

内
海
支
所　

支
所
長

那
須 

英
治

税
務
課　

課
長　

保
健
福
祉
課　

課
長
補
佐

○
楠
木 

宇
佐
美

農
林
課　

課
長

(

併)

農
業
委
員
会　

事
務
局
長

保
健
福
祉
課　

課
長

西
村 

信
男

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長

御
荘
霊
苑　

所
長

曽
我
部 

盛
男

水
産
課　

課
長

(

兼)

愛
南
町
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー 

所
長

水
産
課 

産
業
振
興
室　

室
長

中
村 

維
伯

水
産
課 

産
業
振
興
室　

室
長

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課　

課
長

坂
尾 

英
治

保
健
福
祉
課　

課
長

環
境
衛
生
課　

課
長

児
島 

秀
之

柏
保
育
所　

所
長

(

兼)

家
串
保
育
所　

所
長

長
月
保
育
所　

所
長
心
得

○
桐
林 

美
子

御
荘
保
育
所　

所
長

中
浦
保
育
所　

所
長
心
得

○
小
泉 

サ
ダ
子

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

施
設
長　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー　

所
長

(

併)

御
荘
夢
創
造
館　

館
長

宮
内 

正
喜

環
境
衛
生
課　

課
長

農
林
課　

課
長

(

併)

農
業
委
員
会 

事
務
局
長

木
原 

荘
二

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

所
長

一
本
松
荘(

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
派
遣)　

施
設
長

沖
野 

満
直

御
荘
霊
苑　

所
長

西
海
支
所 

地
域
振
興
課　

課
長

岡
田 

庄
吉

内
海
支
所　

支
所
長

税
務
課　

課
長

金
田 

孝
一

御
荘
支
所　

支
所
長

企
画
財
政
課　

課
長

吉
田 

俊
一
郎

一
本
松
支
所　

支
所
長

(

兼)

あ
け
ぼ
の
荘
所
長

一
本
松
支
所 

地
域
振
興
課　

課
長

(

兼)

あ
け
ぼ
の
荘
所
長

石
河 

浩

西
海
支
所　

支
所
長

(

兼)

観
光
旅
客
船 

安
全
統
括
管
理
者

(

兼)

観
光
旅
客
船 

運
航
管
理
者

水
産
課　

課
長

(

兼)

愛
南
町
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー 

所
長

橋
岡 

政
文

消
防
本
部　

消
防
長

消
防
本
部　

消
防
次
長

(

兼)

消
防
署 

消
防
署
長

○
西
田 

茂

消
防
本
部 

庶
務
課　

課
長

消
防
本
部 

庶
務
課　

課
長

(

兼)

消
防
本
部 

消
防
課 

課
長

松
田 

良
生

消
防
署　

消
防
署
長

消
防
署　

署
長
補
佐

○
松
本 

伯
竹

消
防
署　

副
署
長

消
防
署　

署
長
補
佐

○
田
村 

満
直

消
防
本
部 

消
防
課　

課
長

消
防
本
部 

消
防
課　

課
長
補
佐

(

兼)

救
急
救
助
係　

係
長

○
増
田 

智
彦

生
涯
学
習
課　

課
長

(

兼)

愛
南
町
中
央
公
民
館　

館
長

一
本
松
公
民
館　

館
長

田
原 

郁
夫

一
本
松
公
民
館　

館
長

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

所
長

藤
田 

正
斗

西
海
公
民
館　

館
長

西
海
支
所　

支
所
長

(

兼)

西
海
支
所 

住
民
福
祉
課　

課
長

(

兼)

観
光
旅
客
船　

安
全
統
括
管
理
者

(

兼)

観
光
旅
客
船 

運
航
管
理
者

田
原 

博
人

生
涯
学
習
課 

人
権
啓
発
室　

室
長

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長

高
木 

正
夫

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー　

所
長

(

併)

御
荘
夢
創
造
館 

館
長

西
海
公
民
館　

館
長

吉
田 

千
恵
吉

一
本
松
荘(

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
派
遣)　

施
設
長

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

施
設
長

吉
田 

勲

【
課
長
補
佐
級
】

財
産
管
理
課　

課
長
補
佐

(

兼)

住
宅
係　

係
長

(

兼)

管
理
係　

係
長

農
林
課 

農
業
振
興
係　

係
長

○
藤
井 

求

町
職
員
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

次
の
と
お
り
、
4
月
1
日
付
で
人
事
異
動
（
総
勢
1
4
5
名
が
異
動
、
新
規
採
用
7
名
）

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
役
職
ご
と
に
異
動
者
の
み
掲
載
し
ま
す
。

（
氏
名
の
前
の
○
は
昇
格
）
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町
民
課　

課
長
補
佐

(
兼)
保
険
医
療
係　

係
長

町
民
課 

保
険
医
療
係　

係
長

○
藤
森 

厚
美

保
健
福
祉
課　

課
長
補
佐

(

兼)

児
童
福
祉
係　

係
長

会
計
課　

課
長
補
佐

井
上 

博
史

御
荘
保
育
所　

所
長
補
佐

城
辺
保
育
所　

主
任
保
育
士

○
上
原 

京
子

長
月
保
育
所　

所
長
心
得

長
崎
保
育
所　

主
任
保
育
士

○
田
村 

洋
美

中
浦
保
育
所　

所
長
心
得

御
荘
保
育
所　

主
任
保
育
士

○
山
下 

ま
つ
み

御
荘
夢
創
造
館　

課
長
補
佐

御
荘
保
育
所　

所
長
補
佐

尾
崎 

節
美

高
齢
者
支
援
課　

課
長
補
佐

(

兼)

高
齢
者
対
策
係　

係
長

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐

垣
本 

耕
一

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐

財
産
管
理
課　

課
長
補
佐

(

兼)

住
宅
係　

係
長

(

兼)

管
理
係　

係
長

坂
本 

功

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係　

係
長

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係

係
長

○
宮
下 

勝
次

御
荘
支
所　

課
長
補
佐

(

兼)

住
民
福
祉
係　

係
長

生
涯
学
習
課　

課
長
補
佐

(

兼)

社
会
教
育
係　

係
長

本
田 

計
江

一
本
松
支
所　

課
長
補
佐

(

兼)

産
業
建
設
係 

係
長

一
本
松
支
所 
地
域
振
興
課　

課
長
補
佐

(

兼)

産
業
建
設
係　

係
長

吉
村 

明
洋

会
計
課　

課
長
補
佐

(

兼)

出
納
係　

係
長

税
務
課 

国
保
介
護
賦
課
係　

係
長

○
西
口 

源
一

消
防
署 

第
3
小
隊　

署
長
補
佐

消
防
署 

第
2
小
隊　

小
隊
長

長
田 

玉
夫

消
防
署 

第
2
小
隊　

署
長
補
佐

消
防
署 

第
3
小
隊　

通
信
係　

小
隊
長

(

兼)

通
信
係　

係
長

松
本 

憲
仁

消
防
署 

第
1
小
隊　

署
長
補
佐

消
防
署 

第
1
小
隊　

小
隊
長

浅
山 

稔

消
防
署 

第
3
小
隊　

小
隊
長

消
防
署 

第
1
小
隊　

小
隊
長

(

兼)

通
信
係 

係
長

川
越 

基
広

消
防
署 

第
2
小
隊　

小
隊
長

(

兼)

通
信
係　

係
長

消
防
署 

第
2
小
隊 

通
信
係　

係
長

○
猪
野 
仁
武

消
防
署 

第
1
小
隊　

小
隊
長

消
防
署 

第
1
小
隊 

消
防
係　

係
長

(

兼)

消
防
本
部 

消
防
課 

警
防
係 

係
長

○
山
本 

祐
二

消
防
本
部 

消
防
課　

課
長
補
佐

(

兼)

警
防
係 

係
長

消
防
署 

第
2
小
隊 

消
防
係　

係
長

(

兼)

消
防
本
部 

消
防
課 

警
防
係　

係
長

○
若
林 

弘
武

城
辺
幼
稚
園　

園
長
心
得

城
辺
幼
稚
園　

副
主
任
教
諭

○
田
村 

年
子

生
涯
学
習
課　

課
長
補
佐

(

兼)

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

係
長

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

係
長

○
鎌
田 

先

内
海
公
民
館　

課
長
補
佐

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

家
串
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

○
河
野 

と
き
子

中
浦
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
課
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

(

併)

水
産
課 

管
理
係

菊
川
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

大
西 

聖

生
涯
学
習
課 

人
権
啓
発
室　

室
長
補
佐

(

兼)

人
権
・
同
和
教
育
啓
発
係　

係
長

生
涯
学
習
課 

人
権
啓
発
室 

人
権
・
同

和
教
育
啓
発
係　

係
長

○
宮
崎 

茂

大
森
文
化
会
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係　

係
長

高
齢
者
支
援
課　

課
長
補
佐

(

兼)

高
齢
者
対
策
係 　

係
長

荒
谷 

栄
次

【
係
長
級
】

選
挙
管
理
委
員
会 

選
挙
係　

係
長

総
務
課 

交
通
係　

係
長

和
田 

幸
雄

総
務
課 

行
政
係　

係
長

水
産
課 

管
理
係　

係
長

坂
本 

一
利

財
産
管
理
課 

管
財
係　

係
長

水
道
課 

上
水
道
係　

主
査

○
川
村 

洋
司

税
務
課 

国
保
介
護
賦
課
係　

係
長

水
産
課 

水
産
振
興
係　

係
長

浅
海 

伸
児

農
林
課 

農
業
振
興
係　

係
長

建
設
課 

工
務
係　

係
長

金
繁 

末
廣

水
産
課 

水
産
研
究
開
発
室 

水
産
研
究
開
発
係　

係
長

消
防
本
部 

庶
務
課 

消
防
団
係　

係
長

守
口 

庸
夫

海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー

管
理
事
業
係　

係
長

内
海
支
所 

産
業
建
設
係　

係
長

(

兼)

海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー 

管
理

事
業
係 

係
長

浜
田 

雅
浩

建
設
課 

工
務
係　

係
長

内
海
支
所 

産
業
建
設
係　

係
長

北
原 

金
男

御
荘
保
育
所　

主
任
保
育
士

一
本
松
保
育
所　

主
任
保
育
士

垣
本 

君
代
美

城
辺
保
育
所　

主
任
保
育
士

中
浦
保
育
所　

主
任
保
育
士

猪
野 

実
佐
子

高
齢
者
支
援
課 

介
護
認
定
係　

係
長

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課 

住
民
福
祉
係　

係
長

本
多 

か
ず
み

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

介
護
支
援
係　

主
任
看
護
師

高
齢
者
支
援
課 

介
護
認
定
係 

主
任
看
護
師

武
久 

時
子

環
境
衛
生
課 

環
境
衛
生
係　

係
長

西
浦
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

吉
田 

幸
稔

国
保
一
本
松
病
院 

庶
務
係　

係
長

生
涯
学
習
課　

主
任

○
徳
田 

惠
美

内
海
支
所 

産
業
建
設
係　

係
長

廃
棄
物
対
策
室(

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
派
遣)　

係
長

中
田 

章

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
係　

係
長

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課 

住
民
福
祉
係　

係
長

埜
下 

征
男

御
荘
支
所 

産
業
建
設
係　

係
長

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課 

環
境
観
光
係　

係
長

青
木 

貴

御
荘
支
所 

産
業
建
設
係　

係
長

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課 

産
業
建
設
係　

係
長

小
埜
山 

武
士

御
荘
支
所 

環
境
観
光
係　

係
長

長
月
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

大
峰 

新
一

一
本
松
支
所 

住
民
福
祉
係　

係
長

国
保
一
本
松
病
院 

庶
務
係　

係
長

遠
近 

と
し
え

一
本
松
支
所 

住
民
福
祉
係　

係
長

一
本
松
支
所 

住
民
福
祉
課 

住
民
福
祉
係　

係
長

岩
井 

正
一

西
海
支
所 

住
民
福
祉
係　

係
長

西
海
支
所 

住
民
福
祉
課 

住
民
福
祉
係　

係
長

山
田 

し
か
よ

西
海
支
所 

住
民
福
祉
係　

係
長

西
海
支
所 

住
民
福
祉
課 

住
民
福
祉
係　

係
長

吉
田 

か
づ
代

西
海
支
所 
産
業
建
設
係　

係
長

西
海
支
所 

地
域
振
興
課 

産
業
建
設
係　

係
長

吉
田 

潤
一

西
海
支
所 
産
業
建
設
係　

係
長

西
海
支
所 

地
域
振
興
課 

産
業
建
設
係　

主
査

○
山
本 

周
二

会
計
課 

出
納
係　

係
長

総
務
課 

庶
務
係　

係
長

清
水 

育

消
防
署 

第
1
小
隊 
救
急
係　

係
長

(

兼)

消
防
本
部 

消
防
課 
救
急
救
助
係　

係
長

消
防
署 

第
3
小
隊 

救
急
係　

係
長

平
田 

弘
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消
防
署 

第
2
小
隊 

救
急
係　

係
長

(
兼)
消
防
本
部 

消
防
課 

救
急
救
助
係　

係
長

消
防
署 

第
2
小
隊 

救
急
係　

係
長

長
岡 

寛
一

消
防
署 
第
1
小
隊 

通
信
係　

係
長

消
防
署 

第
3
小
隊 

消
防
係　

係
長

(

兼)

消
防
本
部 

消
防
課 

警
防
係　

係
長

吉
村 

隆
典

消
防
署 

第
3
小
隊 

救
急
係　

係
長

(

兼)

消
防
本
部 
消
防
課 

救
急
救
助
係　

係
長

消
防
署 

第
1
小
隊 

救
急
係　

係
長

大
戸 

孝
一

消
防
署 

第
3
小
隊 
指
導
係　

係
長

(

兼)

消
防
本
部 

庶
務
課 
予
防
係 

係
長

消
防
本
部 

庶
務
課 

予
防
係　

係
長

藤
井 

裕
久

消
防
署 

第
2
小
隊 

指
導
係　

係
長

(

兼)

消
防
本
部 

庶
務
課 

予
防
係 

係
長

消
防
署 

第
3
小
隊 

指
導
係　

係
長

松
本 

正
人

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係　

係
長

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課 

産
業
建
設
係　

係
長

濵
田 

和
洋

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係　

係
長

総
務
課 

行
政
係　

係
長

本
多 

幸
雄

長
月
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

兼)

赤
水
公
民
館 

管
理
事
業
係 

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

総
務
課 

情
報
電
算
係　

係
長

清
家 

寛
大

城
辺
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

兼)

僧
都
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

(

併)

会
計
課 

出
納
係

城
辺
公
民
館 

管
理
事
業
係　

主
査

(

兼)

僧
都
公
民
館 

管
理
事
業
係

(

併)

総
務
課 
地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

(

併)

会
計
課 

出
納
係

○
久
徳 

哲
也

一
本
松
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

(

併)

会
計
課 

出
納
係

上
大
道
公
民
館 

管
理
事
業
係　

主
査

(

兼)

一
本
松
公
民
館
及
び
正
木
公
民
館

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

(

併)

会
計
課 

出
納
係

○
嘉
新 

満
雄

西
海
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

福
浦
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

吉
田 
正
一

生
涯
学
習
課 

人
権
啓
発
室 

人
権
・
同
和

教
育
啓
発
係　

係
長

大
森
文
化
会
館 

管
理
事
業
係　

係
長

藤
田 

有
紀

廃
棄
物
対
策
室(

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組

合
派
遣)　

係
長

選
挙
管
理
委
員
会 

選
挙
係　

係
長

宮
本 

良
也

【 

一
般
職
】

議
会
事
務
局　

主
査

(

併)

監
査
委
員
事
務
局

総
務
課　

主
査

浜
田 

晶
子

総
務
課　

主
査

議
会
事
務
局　

主
査

(

併)

監
査
委
員
事
務
局

中
田 

旬
美

総
務
課　

主
査

水
道
課　

主
査

岸
本 

貴
士

総
務
課　

主
査

企
画
財
政
課　

主
査

大
間
知 

伸
一

総
務
課　

主
事

町
民
課　

主
事

久
保 

可
苗

総
務
課(

四
国
経
済
産
業
局
派
遣)　

主
査

水
産
課 

産
業
振
興
室　

主
査

清
家 

康
弘

総
務
課(

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
派
遣)　

主
査

税
務
課　

主
査

安
岡 

修

総
務
課(

愛
媛
県
派
遣)　

主
事

総
務
課　

主
事

中
田 

憲
克

総
務
課(

愛
媛
大
学
派
遣)　

主
事

商
工
観
光
課　

主
事

湯
浅 

良
彦

企
画
財
政
課　

主
査

総
務
課(

愛
媛
県
派
遣)　

主
査

森
口 

弘
喜

財
産
管
理
課　

主
事

城
辺
み
し
ま
荘 (

宇
和
島
地
区
広
域
事

務
組
合
派
遣)　

主
事

宮
下 

健
博

税
務
課　

主
査

DE
・
あ
・
い
・
21　

主
査

横
山 

修
治

町
民
課　

主
事

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

主
事

岡
下 

崇

町
民
課　

主
査

会
計
課　

主
査

久
徳 

由
美
子

農
林
課　

主
査

財
産
管
理
課　

主
査

砂
田 

達
也

水
産
課　

主
事

農
林
課　

主
事

小
栗 

和
也

水
産
課　

主
査

総
務
課(

愛
媛
大
学
派
遣)　

主
査

上
田 

耕
平

水
産
課 

産
業
振
興
室　

主
事

総
務
課(

四
国
経
済
産
業
局
派
遣)　

主
事

吉
村 

昌

商
工
観
光
課　

主
査

水
産
課 

水
産
研
究
開
発
室　

主
査

尾
﨑 

誠

保
健
福
祉
課　

主
査

町
民
課　

主
査

前
田 

美
保

柏
保
育
所　

上
級
保
育
士

御
荘
保
育
所　

上
級
保
育
士

松
岡 

恵
利
子

御
荘
保
育
所　

上
級
保
育
士

柏
保
育
所　

上
級
保
育
士

辰
巳 

美
穂

御
荘
保
育
所　

上
級
保
育
士

東
海
保
育
所　

上
級
保
育
士

大
野 

聡
史

長
月
保
育
所　

保
育
士

城
辺
保
育
所　

保
育
士

森
口 

絵
美

城
辺
保
育
所　

保
育
士

正
木
保
育
所　

保
育
士

澤
近 

智
子

東
海
保
育
所　

上
級
保
育
士

中
浦
保
育
所　

上
級
保
育
士

濵
見 

妃
香

高
齢
者
支
援
課　

主
事

町
民
課　

主
事

山
下 

恵

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

主
査

環
境
衛
生
課　

主
査

福
原 

正
和

環
境
衛
生
課　

主
査

町
民
課　

主
査

前
田 

和
紀

水
道
課　

主
査

財
産
管
理
課　

主
査

西
田 

季
史

水
道
課　

主
査

税
務
課　

主
査

本
多 

拓
哉

御
荘
支
所　

主
査

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課　

主
査

尾
川 

美
保

御
荘
支
所　

主
事

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課　

主
事

宮
下 

真
紀

御
荘
支
所　

主
査

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課　

主
査

二
神 

志
朗

御
荘
支
所　

主
査

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課　

主
査 

田
村 

智
之

一
本
松
支
所　

主
査

保
健
福
祉
課　

主
査

池
田 

志
保

一
本
松
支
所　

主
査

一
本
松
支
所 

地
域
振
興
課　

主
査

中
松 

勝
二

一
本
松
支
所　

主
査

一
本
松
支
所 

地
域
振
興
課　

主
査

大
森 

安
洋

一
本
松
支
所　

主
事

一
本
松
支
所 

地
域
振
興
課　

主
事

宮
脇 

司

西
海
支
所　

主
査

西
海
支
所 

住
民
福
祉
課　
　

主
査

山
本 

恵

西
海
支
所　

主
査

西
海
支
所 

地
域
振
興
課　
　

主
査

楠
葉 

哲
也
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4
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
税
務
課
長
と
な

り
ま
し
た
楠
木
で
す
。
初
の
女
性
行
政
管
理
職

と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
て
、
大
変
恐
縮
し
て
お

り
ま
す
。
緊
張
と
不
安
が
入
り
交
じ
っ
た
気
持

ち
で
日
々
過
ご
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
日
も
早

く
新
し
い
職
務
に
慣
れ
、
税
の
公
平
性
、
納
付

率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

平
成
22
年
3
月
31
日
付
正
規
職
員
退
職
者

所　
　
　

属

役　
　
　

職

氏　

名

御
荘
支
所

支
所
長

吉
見 

元

一
本
松
支
所

支
所
長

嘉
新 

安
行

生
涯
学
習
課 

人
権
啓
発
室

室
長

竹
田 

武
久

消
防
本
部
・
消
防
署

消
防
長

高
橋 

純
一

消
防
署

副
署
長

宮
下 

敏
夫

柏
保
育
所

(

兼)

家
串
保
育
所　

所
長

所
長

菊
地 

真
由
美

御
荘
保
育
所

所
長

中
尾 

房
子

生
涯
学
習
課

課
長

尾
崎 

健

一
本
松
支
所 

住
民
福
祉
課

課
長
補
佐

小
林 

孝
子

一
本
松
支
所 

住
民
福
祉
課

課
長
補
佐

武
田 

洋
子

御
荘
夢
創
造
館

課
長
補
佐

谷
上 

つ
ね
子

消
防
署

署
長
補
佐

稲
田 

眞
一

消
防
署

小
隊
長

吉
田 

正
義

観
光
旅
客
船

船
長

吉
田 

修
一

一
本
松
中
学
校

用
務
員

武
井 

八
枝
美

満
倉
小
学
校

用
務
員

中
尾 

末
美

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課

用
務
員

田
中 

富
子

一
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員

羽
田 

茂
美

御
荘
保
育
所

調
理
員

山
口 

ち
づ
子

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員

佐
久
間 

数
代

正
木
保
育
所

調
理
員

多
和 

千
賀
子

国
保
一
本
松
病
院

院
長

米
山 

孝

西
海
支
所　

主
査

西
海
支
所 

地
域
振
興
課　
　

主
査

吉
田 

秀
彦

消
防
本
部 

庶
務
課　

主
事

建
設
課　

主
事

田
村 

弘
志

菊
川
公
民
館　

主
査

中
浦
公
民
館　

主
査

山
下 

知
恵

DE
・
あ
・
い
・
21　

主
査

魚
神
山
公
民
館　

主
査

池
田 

大
作

城
辺
み
し
ま
荘(
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組

合
派
遣)　

主
事

赤
水
公
民
館　

主
事

本
多 

大
輔

【 

技
能
労
務
職
】

総
務
課　

自
動
車
運
転
手

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

自
動
車
運
転
手

和
家 

祐
二

御
荘
支
所　

用
務
員

(

併)

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

総
務
課　

用
務
員

村
田 

良
子

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

調
理
員

柏
保
育
所　

調
理
員

児
島 

涼
子

一
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

調
理
員

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

調
理
員

吉
見 

シ
ヲ
ミ

一
本
松
中
学
校　

用
務
員

一
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

調
理
員

濵 

真
由
美

平
成
22
年
4
月
1
日
付
正
規
職
員
新
規
採
用
者

所　
　
　

属

役　
　
　

職

氏　

名

国
保
一
本
松
病
院

院
長

加
洲 

保
明

消
防
本
部 

庶
務
課

主
事

水
尾 

大
輝

消
防
本
部 

庶
務
課

主
事

二
宮 

亮
輔

消
防
本
部 

庶
務
課

主
事

田
渕 

雄
斗

建
設
課

主
事

松
田 

純
一

税
務
課

主
事

清
水 

大
象

町
民
課

主
事

清
水 

歩
美

国保一本松病院院長
加洲 保明

平成22年度新規採用職員

写真左より
建設課 松田純一、税務課 清水大象、
町民課 清水歩美

消防本部 庶務課
二宮 亮輔

消防本部 庶務課
水尾 大輝

消防本部 庶務課
田渕 雄斗
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新
任
校

前
任
校

氏　

名

校
長
の
部

柏
小

城
辺
中

○
鈴
木 

文
博

城
辺
小

鬼
北
町
泉
小

木
村 

幹
子

緑
小

宇
和
島
市
岩
松
小

○
相
馬 

一
義

僧
都
小

御
荘
中

○
木
下 

史
生

東
海
小

鬼
北
町
広
見
中

○
土
居 

和
宏

一
本
松
小

緑
小

井
村 

光
男

鬼
北
町
日
吉
小

家
串
小

古
谷 

瞳

今
治
市
菊
間
小

柏
小

寺
田 

晃
治

宇
和
島
市
三
浦
小

僧
都
小

萩
森 

明

松
野
町
松
野
西
小

深
浦
小

上
甲 

茂
利

宇
和
島
市
畑
地
小

一
本
松
小

伊
井 

貞

教
頭
の
部

家
串
小

教
育
セ
ン
タ
ー

○
宮
部 

隆

中
浦
小

伊
予
市
下
灘
小

○
西
尾 

知
照

長
月
小

内
子
町
大
瀬
中

濵
見 

陽
計

城
辺
小

宇
和
島
市
南
部
小

吉
田 

健
一

僧
都
小

深
浦
小

山
口 

美
智
子

久
良
小

鬼
北
町
近
永
小

○
丸
山 

順
二

船
越
小

中
浦
小

中
田 

啓
子

宇
和
島
市
南
部
小

家
串
小

高
橋
ゆ
か
り

宇
和
島
市
吉
田
小

長
月
小

石
本 
法
哲

宇
和
島
市
清
満
小(

校
長
昇
任)

城
辺
小

松
本 

清
隆

砥
部
町
麻
生
小

僧
都
小

妻
鳥 

昇
司

鬼
北
町
愛
治
小

船
越
小

古
谷 

久
代

教
諭
の
部

家
串
小

福
浦
小

西 

邦
彦

中
浦
小

平
城
小

若
松 

千
夏

赤
水
小

緑
小

高
川 

文
江

平
城
小

宇
和
島
市
住
吉
小

藤
森 

綾
香

平
城
小

菊
川
小

島
内 

里
香

平
城
小

長
月
小

二
宮 

由
美

平
城
小

一
本
松
小

土
居 

幸
代

平
城
小

船
越
小

西 

佳
代

平
城
小

福
浦
中

成
宮 

圭
亮

菊
川
小

一
本
松
小

中
川 

美
惠

菊
川
小

福
浦
中

三
原 

麻
貴

長
月
小

中
浦
小

末
廣 

洋
子

城
辺
小

平
城
小

末
武 

美
和

城
辺
小

僧
都
小

前
田 

和
美

城
辺
小

深
浦
小

二
神 

三
奈

城
辺
小

西
浦
小

松
岡 

収
二

城
辺
小

篠
山
中

山
本 

真
由
美

緑
小

東
海
小

中
村 

幸

僧
都
小

久
良
小

少
林 

純
子

久
良
小

東
海
小

井
上 

武

東
海
小

宇
和
島
市
竹
ケ
島
小

寺
岡 

誠

東
海
小

平
城
小

德
田 

み
え

東
海
小

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ン
ズ
大

月
橋 

祐
子

　

次
の
と
お
り
、
4
月
1
日
付
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
異
動
者
の

み
掲
載
し
ま
す
。
（
氏
名
の
前
の
○
は
昇
任
）

教
職
員
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

小
学
校
教
職
員
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退
職
の
部

城
辺
中
校
長

鼻
﨑 

正
雄

講
師
の
部

城
辺
中

市
橋 

明
子

新
任
校

前
任
校

氏　

名

校
長
の
部

御
荘
中

一
本
松
中

酒
井 

平
雄

城
辺
中

御
荘
中

山
本 

典
政

一
本
松
中

内
海
中

中
田 

非
斗
志

内
海
中

大
洲
市
大
谷
小

吉
田 

和
平

教
頭
の
部

御
荘
中

西
海
中

西
田 

一
洋

城
辺
中

久
良
小

吉
本 

浩

西
海
中

篠
山
中

德
久 

郁
郎

篠
山
中

宇
和
島
市
曽
根
小

藤
田 

要
子

教
諭
の
部

御
荘
中

東
海
小

山
本 

雅
貴

御
荘
中

城
辺
中

児
島 

裕
子

御
荘
中

城
辺
中

片
岡 
重
慶

御
荘
中

篠
山
中

清
水 
昌
子

城
辺
中

御
荘
中

山
川 

富
美
夫

城
辺
中

一
本
松
中

濵
見 

一
代

新
任
校

氏　

名

講
師
の
部

赤
水
小

竹
田 

知
佳

赤
水
小

島
岡 

貞
敏

長
月
小

松
田 

翔
平

養
護
助
教
諭
の
部

長
月
小

井
上 

芙
美

退
職
の
部

城
辺
小
校
長

長
岡 

和
人

東
海
小
校
長

宮
下 

嘉
久

赤
水
小
養
護
教
諭

蕨
岡 

幸
子

東
海
小

城
辺
中

森
久 

幸
紀

一
本
松
小

深
浦
小

尾
﨑 

泉

福
浦
小

平
城
小

岸
田 

幸
代

西
浦
小

平
城
小

藤
田 

絵
美

西
浦
小

深
浦
小

吉
村 

智
生

船
越
小

城
辺
小

西
平 

ひ
ろ
み

篠
山
小

福
浦
小

尾
﨑 

里
香

宇
和
島
市
曽
根
小(

教
頭
昇
任)

菊
川
小

北
原 

美
紀

宇
和
島
市
岩
松
小

久
良
小

増
田 

智
之

兵
庫
教
大
附
属
小

船
越
小

中
村 

恭
子

養
護
教
諭
の
部

家
串
小

緑
小

山
本 
佳
奈

赤
水
小

平
城
小

増
田 
惠
子

平
城
小

福
浦
中

田
中 

千
鶴

城
辺
小

東
海
小

木
口 

惠
子

緑
小

篠
山
小

芝
田 

美
穂

東
海
小

深
浦
小

芝  

佳
代

篠
山
小

城
辺
小

吉
村 

真
美

東
温
市
西
谷
小

家
串
小

越
智 

知
子

栄
養
教
諭
の
部

城
辺
小(

新
採)

城
辺
小

桑
村 

光
香

学
校
栄
養
職
員
の
部

柏
小

宇
和
島
市
津
島
中

山
崎 

美
沙

事
務
係
長
の
部

平
城
小

西
予
市
三
瓶
中

吉
田 

錦
也

篠
山
小

平
城
小

福
山 

早
苗

西
予
市
野
村
中

平
城
小

田
坂 

正
広

事
務
職
員
の
部

城
辺
小

一
本
松
小

兵
頭 

武

平
城
小

新
採

富
山 

友
梨
子

宇
和
島
市
下
灘
小

篠
山
小

早
川 

翔

中
学
校
教
職
員

城
辺
中

西
海
中

児
島 

哉
也

一
本
松
中

松
山
市
日
浦
中

清
家 

優
秀

一
本
松
中

宇
和
島
市
城
南
中

北
條 

志
保

西
海
中

城
辺
中

塚
岡 

政
文

篠
山
中

家
串
小

岩
﨑 

学

篠
山
中

城
辺
中

清
水 

章
洋

篠
山
中

城
辺
中

猪
野 

由
美
子

県
立
津
島
高
校

御
荘
中

稲
垣 

大
介

伊
予
市
双
海
中

御
荘
中

安
村 

達
也

宇
和
島
市
津
島
中

御
荘
中

芝  

吉
行

鳴
門
教
大
院

一
本
松
中

浅
井 

隆
宏

栄
養
教
諭
の
部

御
荘
中(

新
採)

柏
小

渡
辺 

久
子

宇
和
島
市
津
島
中

御
荘
中

星  

愛

事
務
職
員
の
部

御
荘
中

東
海
小

松
本 

茂
久

県
立
宇
和
島
東
高
校

御
荘
中

谷
口 

志
津
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歳　出
136億3,000万円
（目的別）

民生費
33億8,122万8千円
（24.8％）

総務費
19億9,639万円
（14.6％）

教育費
14億1,799万7千円
（10.4％）

衛生費
13億4,351万5千円
（9.9％）

教育費
14億1,799万7千円
（10.4％）

衛生費
13億4,351万5千円
（9.9％）

農林水産業費
11億8,687万1千円
（8.7％）

消防費
4億5,133万1千円
（3.3％）

商工費
2億7,527万4千円
（2.0％）

その他
5億5,318万2千円
（4.1％）

公債費
30億2,421万2千円
（22.2％）

公債費
30億2,421万2千円
（22.2％）

歳　入
136億3,000万円

（前年度比4.2％増）

地方交付税
76億8,195万8千円
（56.4％）

町税
17億4,650万6千円
（12.8％）

町税
17億4,650万6千円
（12.8％）

国・県支出金
16億183万円
（11.8％）

町債
10億4,250万円
（7.6％）

繰入金
331万6千円
（0.0％）

分担金及び負担金
2億8,771万1千円
（2.1％）

繰越金
3億円
（2.2％）

使用料及び手数料
1億7,982万円
（1.3％）

その他
7億8,635万9千円
（5.8％）

その他の内訳

地方譲与税 1億4,000万円

利子割交付金 1,000万円

配当割交付金 200万円

株式等譲渡所得割
交付金

70万円

地方消費税交付金 1億8,500万円
自動車取得税交付金 3,700万円

地方特例交付金 3,540万円

交通安全対策特別
交付金

300万円

財産収入 2億1,356万1千円

寄附金 210万円

諸収入 1億5,759万8千円

その他の内訳

議会費 9,309万円

土木費 2億4,450万8千円

災害復旧費 1,064万6千円

諸支出金 1億9,443万4千円

予備費 1,050万4千円

平成22年度の当初予算の概要についてお知らせします

　平成22年度は、限られた財源を効果的に活用し、最大の行政効果を得るという基本的な考え

方のもと、愛南町総合計画における「後期計画」の初年度として、本計画に掲げる事業について

優先度の高いもの、緊急性の高いものから遂行していくよう予算編成を行いました。歳入歳出

総額は136億3千万円で、前年度と比べて金額で5億5千万円、率で4.2%の増額予算となりました。

（2）歳出の内訳

（1）歳入の内訳

1　平成22年度一般会計当初予算
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3　企業会計当初予算
（１）上水道事業会計
歳入

予　算　額
前年度予算に
対する増減

水道事業収益 4億7,971万2千円 1,651万5千円の増

資本的収入 6,477万8千円 1,195万3千円の減

計 5億4,449万円 456万2千円の増

（２）病院事業会計
歳入

予　算　額
前年度予算に
対する増減

病院事業収益 6億円 1,850万円の増

資本的収入 3,402万2千円 644万2千円の減

計 6億3,402万2千円 1,205万8千円の増

2　特別会計当初予算
会　計　名 予　算　額 前年度予算に対する増減

国民健康保険特別会計 ３６億２,２００万円 ９,９００万円の減

老人保健特別会計 １,０００万９千円 １千円の減

介護保険特別会計 ２５億２,３００万円 １億２,１００万円の増

後期高齢者医療特別会計 ２億６,３２０万円 ４００万円の増

簡易水道特別会計 ３億２,５５０万円 ５,５５０万円の増

小規模下水道特別会計 １億６,９１０万円 ８０万円の増

温泉事業等特別会計 ７,８３０万円 ５０万円の減

旅客船特別会計 ３,６００万円 １,０４０万円の減

歳出

予　算　額
前年度予算に
対する増減

水道事業費用 4億7,971万2千円 828万6千円の減

資本的支出 2億1,168万4千円 3,345万4千円の減

計 6億9,139万6千円 4,174万円の減

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額1億4,690万6千円は、当年度資本的収支調整額299万
円、当年度分損益勘定留保資金1億4,391万6千円で補填します。

歳出

予　算　額
前年度予算に
対する増減

病院事業費用 6億円 1,850万円の増

資本的支出 5,169万1千円 1,116万7千円の減

計 6億5,169万1千円 733万3千円の増

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額1,766万9千円は、過年度分損益勘定留保資金1,766万
9千円で補填します。

歳　出
136億3,000万円
（性質別）

人件費
35億3,572万7千円
（25.9％）

物件費
20億6,263万9千円
（15.1％）

繰出金
14億1,861万9千円
（10.4％）

繰出金
14億1,861万9千円
（10.4％）

普通建設事業費
11億4,448万5千円
（8.4％）

普通建設事業費
11億4,448万5千円
（8.4％）

扶助費
11億4,230万5千円
（8.4％）

補助費等
10億49万9千円
（7.3％）

その他
3億151万4千円
（2.2％）

公債費
30億2,421万2千円
（22.2％）

公債費
30億2,421万2千円
（22.2％）

その他の内訳

維持補修費 6,599万7千円

積立金 1億9,424万7千円

投資及び出資金 1,150万円

貸付金 862万円

災害復旧事業費 1,064万6千円

予備費 1,050万4千円
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平
成
22
年 

第
１
回 

町
議
会
定
例
会

◆
議
会
事
務
局
か
ら

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
22
年
第
１
回

町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
愛
南

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
条
例
の

制
定
及
び
改
正
が
15
議
案
、
町
有
財

産
の
減
額
貸
付
、
小
・
中
学
校
理
科

備
品
購
入
契
約
、
城
辺
中
学
校
屋
内

運
動
場
耐
震
補
強
及
び
老
朽
化
改
修

工
事
請
負
契
約
、
海
洋
資
源
開
発
セ

ン
タ
ー
整
備
工
事
（
分
割
の
２
）
請

負
契
約
の
変
更
、
新
た
に
生
じ
た
土

地
の
確
認
が
３
議
案
、
字
の
区
域
の

変
更
が
３
議
案
、
平
成
21
年
度
の

一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
国
民
健

康
保
険
・
老
人
保
健
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
・
簡
易
水
道
・

小
規
模
下
水
道
・
温
泉
事
業
等
・
旅

客
船
）
及
び
事
業
会
計
（
上
水
道
・

病
院
）
の
補
正
予
算
、
平
成
22
年
度

の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
国
民
健

康
保
険
・
老
人
保
健
・
後
期
高
齢
者

医
療
・
介
護
保
険
・
簡
易
水
道
・
小

規
模
下
水
道
・
温
泉
事
業
等
・
旅
客

船
）
及
び
事
業
会
計
（
上
水
道
・
病

院
）
の
予
算
、
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
計
48
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正

と
安
定
雇
用
の
創
出
、
中
小
企
業
支

援
策
の
拡
充
・
強
化
を
求
め
る
請
願

書
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

施
政
方
針

　

今
年
は
、
愛
南
町
総
合
計
画
に
お
け
る
「
後
期
計
画
」
の
初
年
度
に
掲
げ

る
事
業
に
つ
い
て
、
優
先
度
の
高
い
も
の
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
遂
行

し
て
い
く
よ
う
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
方
針
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

環
境

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
環
境
学
習
会
の
開
催
、
不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
設
置
、

海
岸
漂
着
ゴ
ミ
処
理
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
の

新
設
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
導
入
し
た
町
営
浄
化
槽
整
備
事
業
推
進
な
ど

消
防
・
救
急
・

防
災

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
・
災
害
用
救
命
ボ
ー
ト
等
の
購
入
、
防
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催
、
各
種
防
災
訓
練
の
実
施
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
支
援
、
防
災

教
育
の
推
進
、
木
造
住
宅
耐
震
化
に
対
す
る
補
助
な
ど

交
通
安
全
・

防
犯
・
公
共

交
通

交
通
安
全
事
業
の
推
進
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
整
備
、
防
犯
灯
の
設
置
・
修

繕
補
助
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
生
活
バ
ス
路
線
運
行
費
補
助
な

ど

活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

水
産
業

漁
港
施
設
整
備
、
各
種
利
子
補
給
事
業
や
各
種
補
助
金
制
度
、
愛
大
南
予

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
・
水
産
研
究
開
発
室
の
連
携
強
化
、
海
洋
資
源
開
発

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
優
良
ア
コ
ヤ
貝
の
品
質
向
上
と
ひ
じ
き
な
ど
新
品
種

開
発
、
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
・
食
育
プ
ラ
ン
の
推
進
、
び
や
び
や
か
つ
お
ブ

ラ
ン
ド
化
な
ど

農
林
業

農
道
・
林
道
・
水
路
の
改
良
・
補
修
、
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
、
野
菜

産
地
化
推
進
な
ど
各
種
補
助
、
担
い
手
農
家
支
援
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利

用
活
動
促
進
、
鳥
獣
害
対
策
、
農
村
環
境
保
全
・
質
的
向
上
の
推
進
な
ど

商
工
業

消
費
生
活
相
談
員
配
置
、
県
の
交
付
金
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
交
付
金
事
業
・
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
交
付
金
事
業
の
実
施
、
雇

用
促
進
奨
励
費
・
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
に
よ
る
支
援
、
地
元
特
産
品
を

活
用
し
起
業
を
め
ざ
す
方
へ
の
支
援
、
企
業
誘
致
の
推
進
な
ど

観
光

「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
」、「
愛
南
う
ま
い
も
の
市
場
」
開
催
に
よ
る
特
産
品

Ｐ
Ｒ
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
な
ど
「
体
験
」
と

「
食
」
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
体
験
型
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
な
ど

 3/
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所
管
事
務
調
査
報
告

　

報
告
者　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長　

宮
下
一
郎

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
招
集　

平
成
22
年
１
月
26
日（
火
）

　

調
査
事
項
「
船
越
漁
港
広
域
漁
港
整
備
事
業
に
つ
い
て
」

　

今
回
、
当
委
員
会
は
提
出
資
料
に
基
づ
き
、
机
上
審
査
の
後
、
現
地
調
査
を
実
施
し
た

の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
事
業
は
、
合
併
前
の
旧
西
海
町
の
事
業
計
画
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
、
当
委

員
会
も
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
も
現
在
の
地
域
経
済
状
況
の
変
化
に
即
し
た
事
業
で
あ
る
の

か
、
費
用
対
効
果
も
含
め
た
本
事
業
の
あ
り
方
、
事
業
の
一
部
見
直
し
等
に
つ
い
て
、
議

論
が
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
事
業
の
大
半
は
既
に
計
画
年
次
別
に
部
分
完
成
し
て
お
り
、
今
後

は
こ
の
よ
う
な
大
規
模
事
業
に
対
し
て
は
、
長
期
的
な
財
政
負
担
も
考
慮
し
つ
つ
、
選
択

と
集
中
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
国
庫
補
助
事
業
に
よ
る
計
画
変
更
が
で
き
な
い
と
い
う
概
念
を
捨
て
、
今
後
の

残
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
要
望
を
最
優
先
し
な
が
ら
、
現
在
の
地
域
経
済
状
況
等
に

即
し
た
取
り
組
み
を
実
践
し
、
あ
わ
せ
て
災
害
に
強
い
漁
港
整
備
事
業
の
推
進
を
強
く
要

望
す
る
。

　

な
お
、
事
業
完
成
後
は
、
有
効
な
施
設
活
用
方
法
な
ど
の
地
域
振
興
計
画
等
を
策
定

し
、
地
元
漁
業
協
同
組
合
に
も
努
力
を
求
め
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
つ
け
加

え
て
お
き
た
い
。

　

以
上
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
意
見
を
集
約
し
調
査
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
般
質
問

質
問
者

質　
　

問　
　

事　
　

項

山
下　

正
敏

①
持
ち
家
住
宅
建
設
助
成
金
事
業
（
仮
称
）
の
導
入
に
つ
い
て

宮
下　

一
郎

①
立
て
干
し
網
中
止
に
つ
い
て　

②
町
単
独
補
助
事
業
の
創
設
に
つ
い
て

草
木
原
由
幸

①
立
て
干
し
網
の
中
止
に
つ
い
て　

②
公
民
館
組
織
の
改
革
に
つ
い
て

脇
田　

達
矢

①
学
童
保
育
に
つ
い
て

西
口　
　

孝

①
公
契
約
条
例
制
定
に
つ
い
て　

②
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

③
国
保
一
本
松
病
院
に
新
病
院
長
を
迎
え
る
こ
と
に
つ
い
て

田
口　
　

勝

①
介
護
保
険
事
業
計
画
の
推
進
状
況
の
確
認
に
つ
い
て　

　

ほ
か
関
連
質
問
５
件

浜
本　

元
通

①
補
助
金
に
つ
い
て　

②
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は
２
か
月
程
度

か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

人
権
・
男
女

共
同
参
画

「
人
権
ふ
ぉ
ー
ら
む
」
や
各
種
人
権
講
座
の
実
施
な
ど
人
権
意
識
の
高
揚
・

啓
発
や
男
女
共
同
参
画
の
推
進
な
ど

学
校
教
育

特
別
支
援
教
育
の
充
実
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
事
業
・
遠
距
離
通
学
助
成
事
業
の
充
実
、
海
外
研
修
事
業
、
小
学
校
に

お
け
る
外
国
語
教
育
の
環
境
整
備
、
学
校
耐
震
化
促
進
、
教
室
・
プ
ー
ル
・

遊
具
等
改
修
な
ど

生
涯
学
習

わ
が
里
づ
く
り
事
業
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
愛
媛
県
ク
ラ
ブ
対
抗
駅
伝

開
催
、
各
公
民
館
活
動
・
「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海
」
・
パ
ー
ル
ジ
ュ

エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
充
実
な
ど

支
え
合
い
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

児
童
福
祉

子
ど
も
手
当
の
適
正
執
行
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、
子
育
て
支
援

緊
急
対
策
事
業
、
第
3
子
の
保
育
料
無
料
化
、
延
長
保
育
や
一
時
保
育
な
ど

障
害
者
福
祉

保
健
・
医
療
・
地
域
の
社
会
資
源
と
連
携
し
て
障
害
の
状
況
に
応
じ
た
最

適
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り

高
齢
者
福
祉

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
や
敬
老
会
に
対
す
る
補
助
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成

事
業
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
の
補
助
な
ど

保
健
・
医
療

就
学
前
医
療
費
無
料
化
、
妊
婦
検
診
の
公
費
負
担
継
続
、
産
科
医
等
確
保
支

援
事
業
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
早
期
発
見
・
治
療
の
た
め
の
健
康
診
査
・

各
種
が
ん
検
診
の
無
料
化
継
続
、
定
期
予
防
接
種
公
費
負
担
な
ど

機
能
的
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

高
規
格
道
路

安
全
・
安
心
な
生
活
を
担
保
す
る
「
命
の
道
」
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
ル
ー

ト
を
通
じ
て
要
望
活
動
を
継
続

生
活
道
路
・

河
川

地
区
の
要
望
を
中
心
と
す
る
生
活
道
路
の
舗
装
・
補
修
及
び
河
川
水
路
改

修
の
拡
充
な
ど
に
よ
る
生
活
利
便
性
の
向
上

地
域
情
報
化

町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
敷
設
す
る
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
な
ど

町
営
住
宅
・

集
会
所

町
営
住
宅
・
集
会
所
等
の
維
持
管
理
・
改
修
工
事
な
ど

み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

町
民
及
び
行

政
の
協
働

地
域
振
興
費
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
へ
の
助
成
推
進
な
ど

効
率
的
・
計

画
的
な
行
財

政
運
営

支
所
や
公
民
館
等
の
機
能
集
約
、
定
員
適
正
化
の
促
進
、
行
政
評
価
の
推

進
、
補
助
金
適
正
化
な
ど
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あ
り
が
と
う
、

　
　

深
浦
小
学
校
！

◆
学
校
教
育
課
か
ら

み
ん
な
で
築
こ
う
！

　
　
　
　

人
権
の
世
紀
！

◆
町
民
課
か
ら

交
通
事
故
相
談
所
を

　
　
　
　

開
設
し
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

　

深
浦
小
学
校
体
育
館
で
、
児
童
22

名
と
多
数
の
来
賓
、
教
職
員
、
地
区
住

民
が
集
い
「
深
浦
小
学
校
閉
校
式
」

が
行
わ
れ
、
１
３
５
年
に
及
ぶ
同
校

の
歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
清
水
町
長
が
、
「
深
浦

地
区
の
皆
様
に
は
、
子
ど
も
達
の
未

来
の
た
め
に
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

と
い
う
観
点
か
ら
、
城
辺
小
学
校
へ

の
統
合
と
い
う
英
断
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
局
的
な
視
点

に
立
っ
て
御
理
解
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
新

し
い
環
境
の
中
で
も
伝
統
あ
る
深
浦

小
学
校
の
校
訓
を
胸
に
刻
ん
で
、

し
っ
か
り
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
田
村
教
育
長
が
「
平
成
18
年

８
月
20
日
に
実
施
し
た
地
区
説
明
懇

談
会
か
ら
計
７
回
の
会
合
を
実
施

し
、
地
区
の
皆
様
か
ら
、
統
合
も
や

む
を
得
な
い
と
の
苦
渋
の
決
断
を
い

た
だ
き
、
平
成
22
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
閉
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
」
と
閉
校
に
至
る
経
過
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
同
校
最
後
と
な
る
児

童
集
会
が
あ
り
、
深
浦
地
区
の
歴
史

や
同
校
の
輝
か
し
い
記
録
な
ど
が
紹

介
さ
れ
、
児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊
、
合

唱
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ
め
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
、
人
権

問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
近
く
の

人
権
擁
護
委
員
か
松
山
地
方
法
務
局

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
）

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
℡
０
１
２
０
―

０
０
７
―

１
１
０
） 　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
℡
０
５
７
０
―

０
７
０
―

８
１
０
）

　

愛
南
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

　

末　

武　

文ふ
み　

男お　

（
緑
乙
）

　

岩　

井　

千ち

え

こ

惠
子　

（
城
辺
甲
）

　

小　

島　

正ま
さ　

俊と
し　

（
柏
）

　

時　

岡　

ト
ヨ
ミ　

（
御
荘
菊
川
）

　

辻　
　
　

清き
よ　

志し　

（
御
荘
平
城
）

　

橋　

岡　

濟な
り　

隆た
か　

（
船
越
）

　

新　

井　

愛あ
い　

子こ　

（
一
本
松
）

　

四
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日 

12
時
間
電
話
相
談
」
開
設
の
お
知
ら
せ

日
時　

６
月
１
日（
火)

９
時
〜
21
時

電
話
番
号　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―

４し

５こ

９く

―

７な
や
み
な
し

３
７

※
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。

開
設
場
所

　

愛
媛
県
庁
第
２
別
館
１
階
「
愛
媛

県
交
通
事
故
相
談
所
」

（
℡
０
８
９
―

９
４
１
―

２
１
１
１
）

開
設
日
時

　

県
の
休
日（
土
・
日
曜
祝
日
、

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）を
除
く
毎
日

　

受
付
時
間　

９
時
か
ら
15
時
ま
で

　

相
談
時
間　

９
時
か
ら
16
時
ま
で

弁
護
士
在
所
日
時

　

原
則
、毎
月
第
１
、第
３
金
曜
日 

13

時
か
ら
16
時
ま
で

※
相
談
員
へ
の
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
消
防
防
災
安
全
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
２
１
）
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町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
に

つ
い
て
！

◆
財
産
管
理
課
か
ら

「
特
定
計
量
器（
は
か
り
）」

定
期
検
査
の
お
知
ら
せ
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

申
込
受
付
期
間   

　

５
月
12
日（
水
）〜
５
月
20
日（
木
）

入
居
者
資
格
（
申
込
者
（
同
居
親
族

を
含
む
）
が
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
）

⑴
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
又
は
町

内
に
居
住
を
希
望
し
て
い
る
方

で
、
住
宅
に
お
困
り
の
方

⑵
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑶
暴
力
団
員
で
な
い

方
　

※
こ
こ
で
い
う
暴

力
団
員
と
は
「
暴
力
団

員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
」
第
２
条
第
６

号
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
を
い
い
ま
す

⑷
収
入
基
準

　

15
万
８
千
円
以
下

（
月
額
所
得
）

入
居
申
込
等

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
財
産
管
理
課

（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）

又
は
各
支
所
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
町
営

住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

住
宅（
空
家
）の
概
要

　

左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住宅名（区分） 住宅所在地 構　造 空部屋の概要

月額家賃 敷　金 共益費 その他特記事項

三島団地3号棟 城辺乙669番地 鉄筋3階建（築35年） 312号室 3DK 55.3㎡

  8,600円～12,800円 家賃の3か月分 有 ※事故物件

三島団地3号棟（2部屋） 城辺乙669番地 鉄筋3階建（築35年）315、334号室 3DK 55.3㎡

  8,600円～12,800円 家賃の3か月分 有

三島団地5号棟（3部屋） 城辺乙669番地 鉄筋4階建（築33年） 532、533、544号室 3DK 62.1㎡

  9,900円～14,800円 家賃の3か月分 有

三島団地6号棟 城辺乙669番地 鉄筋4階建（築28年） 637号室 3DK 67.7㎡

11,700円～17,500円 家賃の3か月分 有

東浜団地 深浦218番地 鉄筋3階建（築31年） 22号室 3DK 65.2㎡

12,700円～18,900円 家賃の3か月分 有 ※駐車場なし

中浦団地（2部屋） 中浦1677番地 鉄筋3階建（築32年）201、307号室 3DK 56.3㎡

  9,200円～13,700円 家賃の3か月分 有

※今回募集する公営住宅は世帯向け住宅のため、家族のある方を優先します。
※入居の際には、連帯保証人が2名必要になります。

　

取
引
又
は
証
明
に
、
「
は
か
り
」

を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
２
年
に

１
度
の
定
期
検
査
が
計
量
法
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
合
格
シ
ー
ル

の
な
い
「
は
か
り
」
は
、
原
則
と
し

て
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
場
所
で
、
必
ず
受
検
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
等
、
家
庭
内
で
使
用
し
て
い
る

「
は
か
り
」
は
、
検
査
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）

　

愛
媛
県
計
量
検
定
所

（
℡
０
８
９
―

９
４
７
―

４
０
０
１
）

月日 時　間 場　所
種類及び
ひょう量

手数料

6月
14日

11：00～
15：00

内海支所 電気式はかり 
100kg以下
250kg以下
500kg以下
1t以下

1,400円
1,800円
2,200円
3,100円6月

15日

10：00～
11：30

福浦
公民館

13：00～
15：00

西海町
民会館

棒はかり
直線目盛はかり

250円

6月
16日

9：30～
11：30

愛南漁協
深浦本所

その他のはかり 
100kg以下
250kg以下
500kg以下
1t以下
2t以下

以下省略

500円
900円
1,500円
2,100円
3,700円
以下省略

13：00～
15：00

一本松
支所

6月
17日

9：30～
15：00

城辺社会
福祉会館

6月
18日

9：30～
14：00

御荘文化
センター

※「分銅、定量おもり、定量増おもり」は、1個につき
10円です。なお、高精度のはかりの場合は、手数料の2
倍になる場合があります。



p16

委員を公募します！
◆総務課から

救
助
資
機
材
搭
載
型
車
両
を

配
備
し
ま
し
た
！

◆
消
防
本
部
か
ら

　次のとおり「国民健康保険運営協議会」及び「地域包括支援センター運営協議会」の委

員を公募します。申込方法等詳しくは、各担当課まで問い合わせください。なお、他の委

員会等の委員を2以上兼務している方は、応募できませんのでご注意ください。

委 員 の 名 称 国民健康保険運営協議会委員

職 務 の 内 容 国民健康保険特別会計全般の運営状況に関すること

報酬等の条　件 日額 7,000円（１回の会議出席による。交通費支給あり）

公 募 人 数 ３名（委員定数９名）

任 　 　 期 平成22年6月1日から平成24年3月31日まで　

応 募 資 格 町内在住の20歳以上で国民健康保険被保険者の方

募 集 期 間 平成22年5月6日から5月20日まで

申込み先及び
問い合わせ先

 町民課（℡７２－７３００）

委 員 の 名 称 地域包括支援センター運営協議会委員

職 務 の 内 容 地域包括支援センターの運営全般に関すること

報酬等の条　件 日額 7,000円（１回の会議出席による。交通費支給あり）

公 募 人 数
介護保険第１号被保険者１名、２号被保険者１名の計２名
（委員定数10名）

任 　 　 期 平成22年7月1日から平成24年3月31日まで　

応 募 資 格
町内在住の65歳以上の方（介護保険第1被保険者）
町内在住の40歳から64歳までの方（介護保険第2号被保険者）

募 集 期 間 平成22年5月6日から5月31日まで

申込み先及び
問い合わせ先

高齢者支援課（地域包括支援センター　℡７２－７３２５）

　

大
規
模
災
害
発
生
時
の
救
助
対
応

力
向
上
を
図
る
た
め
、
消
防
庁
よ
り

愛
南
町
消
防
団
に
救
助
資
機
材
搭
載

型
車
両
が
無
償
貸
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

救
助
資
機
材
搭
載
型
車
両
と
は
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
や
ホ
ー
ス
な
ど
消

火
機
材
を
積
載
し
た
車
両
に
救
助
資

機
材
と
し
て
、
油
圧
カ
ッ
タ
ー
、
エ

ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

な
ど
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。
同
車
両

は
城
辺
方
面
隊
第
１
分
団
城
辺
上
支

部
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
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「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
０
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
水
産
課
産
業
振
興
室
か
ら

「
愛
南 

愛

大
使
」

　
　
　
　

希
望
者
募
集
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

　

愛
南
町
の
旬
な
特
産
品
等
を
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
物
産
販
売
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
０
」

を
開
催
し
ま
す
。
会
場
で
食
べ
て
・

遊
ん
で
・
見
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
等
を
た
く
さ
ん

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
23
日（
日
）

　
　
　

10
時
〜
15
時（
雨
天
決
行
）

場
所　

愛
南
漁
業
協
同
組
合
本
所

（
深
浦
港
）
敷
地
内

イ
ベ
ン
ト
等

　

食　

す

 

● 

水
産
物
（
か
つ
お
一
本
売
り
、
た

た
き
、
刺
身
、
じ
ゃ
こ
天
、
に
ぎ
り
寿

司
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
浜
焼
き
等
の
販
売
）

 

● 

農
産
物
（
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
、
新
鮮

野
菜
等
の
販
売
）

 

● 
そ
の
他
（
郷
土
料
理
、
手
作
り
料

理
等
の
販
売
）

　

愛
南
町
内
外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
や
公
的
行
事
で
、
愛
南
町
の
魅

力
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
け
る

観
光
大
使
を
募
集
し
ま
す
。

※
審
査
は
５
月
23
日（
日
）「
愛
南
び

や
び
や
祭
り
」
の
会
場
で
行
い
ま
す
。

応
募
申
込
期
間　

　

５
月
16
日（
日
）ま
で

応
募
資
格　

愛
南
町
内
に
在
住
又
は

通
勤
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
男
女

で
、
明
る
く
健
康
的
で
愛
南
町
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
方

賞
金　

10
万
円
（
又
は
10
万
円
相
当

の
旅
行
券
）
及
び
愛
南
町
特
産
品

委
嘱
期
間

　

委
嘱
の
日
か
ら
１
年
間
（
非
常
勤

で
本
事
業
に
関
わ
る
日
の
み
）

問
い
合
わ
せ

　

応
募
資
格
・
応
募
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
商
工
観
光
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）
又
は
愛
南
町
観
光
協
会

（
℡
７
３
―

０
４
４
４
）
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

遊　

ぶ 

 

● 

愛
南
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ュ
ー
ス
絞
り

 

● 

愛
大
「
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

ぎ
ょ
シ
ョ
ッ
ク
」

 

● 

お
魚
つ
か
み
取
り

 

● 

金
魚
す
く
い

 

● 

餅
投
げ

 　

見　

る  

 

● 

養
殖
場
見
学

 

● 

ま
き
網
船
船
内
見
学

 

● 

宇
和
島
海
上
保
安
部
巡
視
船

　
　

船
内
見
学

 

● 

愛
南 

愛

大
使
審
査
会

 

● 

夏
井
い
つ
き
の
句
会
ラ
イ
ブ

問
い
合
わ
せ

　

水
産
課
産
業
振

興
室
内　

愛
南
び

や
び
や
祭
り
実
行

委
員
会

（
℡
７
２
―

７
３
０
５
）
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所在地 地籍 写　真

①
御
荘
平
城

１
―

５
番
地

３
，１
９
８
㎡

②
御
荘
平
城

１
―

６
番
地

１
，６
７
６
㎡

え
ひ
め
の
森
林
を
み
ん
な

で
守
り
育
て
よ
う
！

◆
農
林
課
か
ら

「長崎町有地」利用者募集！
◆財産管理課から サ

ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
＆

ほ
た
る
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
！

◆
西
海
支
所
か
ら

　

県
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
５
年

間
に
わ
た
り
森
林
環
境
税
を
活
用

し
、
県
民
参
加
に
よ
る
「
森
林
環
境

の
保
全
」
と
「
森
林
と
共
生
す
る
文

化
の
創
造
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
整
備
さ

れ
て
い
な
い
森
林
が
多
く
存
在
し
て

い
る
こ
と
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向

け
た
Ｃ
Ｏ²
吸
収
源
と
し
て
さ
ら
な

る
森
林
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
①
税
率
の
見
直
し
、
②
課
税
期

間
の
５
年
間
延
長
、
③
活
用
事
業
の

内
容
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
森
林
を

健
全
な
姿
で
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

農
林
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）

　

愛
媛
県
森
林
整
備
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
５
９
７
）

第2期森林環境税の概要

区　分 内　容

税
制
度
の
概
要

納税
義務者

【個人】県内に住所を有する方、県
内に家屋敷等を持っている方
【法人】県内に事業所等を持ってい
る法人等

税率
【個人】年額700円
【法人】県民税均等割標準税率の７%
相当額（年額1,400円～56,000円）

課税期間 ５年間（平成22～26年度）

納税方法
県民税均等割に上乗せして納めてい
ただきます。

税
収
の
使
途

森を
つくる

地球温暖化防止や災害の防止、水源の

涵
かん

養
よう

など、森林整備を加速化します。

木を
つかう

県産材の需要拡大、山村経済活性化
等を拡充促進します。
・公共施設の木造・木質化促進、木
質資源の利用促進等

森と
くらす

県民参加による森
も

林
り

づくりを本格化
します。
・県民と森との交流促進、CO²排出
権取引への取組や県民の森作り活動
の拡充等

　町では、企業支援のために長崎町有
地の利用者を募集します。
受付期間　
　５月10日（月）～５月21日（金）
問い合わせ　申請・資格・賃借料等、
詳しくは財産管理課（℡72－7310）まで
問い合わせください。

日
時　

５
月
21
日（
金
）、
22
日（
土
）

23
日（
日
）

18
時
〜
21
時

※
予
備
日　

５
月
29（
土
）、
30
日（
日
）

申
込
受
付　

５
月
６
日（
木
）か
ら

集
合
場
所　

船
越
瀬
の
浜
待
合
所

会
場　

愛
南
町
鹿
島

参
加
費　

大
人
１
，０
０
０
円

中
学
生
以
下
５
０
０
円

幼
児
無
料

連
絡
船
時
刻

行
き（
船
越
発
）16
時
、
18
時

　

帰
り（
鹿
島
発
）20
時
45
分

問
い
合
わ
せ

西
海
支
所
（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）
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さ
か
な
を
食
べ
よ
う
！

　

愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
！

◆
水
産
課
産
業
振
興
室
か
ら

例えば、平成２１年８月１０日の大雨の場合…

従来の発表では 平成22年5月27日(予定)からは

東予西部

東予東部

中予

南予北部

南予南部

四国中央市
新
居
浜
市西条市

今治市

上島町

松山市

砥
部
町

松前町
東
温
市

伊予市

内子町

大洲市
八
幡
浜
市

伊方町

西予市

鬼北町

松
野
町

宇
和
島
市

愛南町

久万高原町

：警 報

：注 意 報
：発表なし

：
：

：

：警 報

：注 意 報

：発表なし

：
：

：

気
象
警
報
・
注
意
報
を

　

市
町
ご
と
に

　
　

発
表
し
ま
す
！

◆
消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

　

町
の
特
産
品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
特
産
の
魚
介
類
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ぎ
ょ
し
ょ
く
普

及
戦
隊 

愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

の
イ
ラ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
が
、
南
宇
和

高
校
美
術
部
の
協
力
に
よ
っ
て
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　

「
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
は
、

「
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
」
の
一
環
と
し

て
町
が
町
内
５
小
学
校
に
依
頼
し
、

深
浦
小
学
校
が
カ
ツ
オ
ブ
ル
ー
、
船

越
小
学
校
が
タ
イ
レ
ッ
ド
、
家
串
小

学
校
が
ヒ
オ
ウ
ギ
パ
ー
プ
ル
、
久

良
小
学
校
が
ブ
リ
グ
リ
ー
ン
、
緑
小

学
校
が
カ
キ
ア
イ
ボ
リ
ー
と
、
児

童
が
魚
介
類
を
取
り
入
れ
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
製
作
し
、
「
愛
南
大
漁
ま

つ
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
登
場

し
て
き
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
今

回
、
南
宇
和
高
校
美
術
部
が
漫
画
風

に
可
愛
ら
し
く
ア
レ
ン
ジ
し
て

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
エ
プ
ロ
ン
や
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
な
ど
に
プ
リ
ン
ト
し
、

町
内
外
で
開
い
て
い
る
「
ぎ
ょ

し
ょ
く
出
前
講
座
」
な
ど
で
ス

タ
ッ
フ
が
着
用
す
る
な
ど
し

て
、
「
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
」
の

　

気
象
庁
で
は
、
大
雨
や

洪
水
な
ど
に
よ
る
災
害
へ

の
警
戒
・
注
意
に
つ
い

て
、
複
数
の
市
町
で
構
成

さ
れ
た
地
域
を
対
象
に
発

表
し
て
い
ま
し
た
が
、
５

月
27
日（
予
定
）か
ら
、
「
愛

南
町
に
対
し
て
大
雨
警
報

発
表
」
な
ど
、
個
別
の
市

町
を
対
象
と
し
て
発
表
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
警

戒
の
必
要
な
市
町
が
明
確

に
な
る
な
ど
、
効
果
的
な

防
災
対
応
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

松
山
地
方
気
象
台

（
℡
０
８
９
―

９
３
３
―

３
６
１
０
）

普
及
に
活
用
し
た
い
と
計
画
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

「
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
利
用
を
希
望

す
る
方
な
ど
詳
し
く
は
、
水
産
課
産

業
振
興
室
（
℡
７
２
―

７
３
０
５
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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平
成
22
年
４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
料（
税
）が

軽
減
さ
れ
ま
す
！

◆
税
務
課
か
ら

春
の
全
国

　
　

交
通
安
全
運
動
！

◆
総
務
課
か
ら

  

対
象
者
は
？

　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

の
期
間
に
お
い
て
、
雇
用
保
険
の
特

定
受
給
資
格
者
（
倒
産
・
解
雇
な
ど

に
よ
る
離
職
者
）。
雇
用
保
険
の
特

定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
る
離
職
者
）
と
し
て
失
業
等
給
付

を
受
け
る
方
で
す
。

  

軽
減
額
は
？

　

国
民
健
康
保
険
料（
税
）は
、
前
年

の
所
得
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。  

　

軽
減
は
、
前
年
の
給
与
所
得
を
そ

の
30
／
100
と
み
な
し
て
行
い
ま
す
。

  

軽
減
期
間
は
？

　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

の
期
間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け

る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、
途

中
で
就
職
し
て
も
引
き
続
き
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
会
社
の
健
康
保
険
に

加
入
す
る
な
ど
国
民
健
康
保
険
を
脱

退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

  

制
度
が
始
ま
る
前
の

　

  

失
業
は
対
象
外
で
す
か
？

　

制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内
（
平

成
21
（
２
０
０
９
）
年
３
月
31
日
以

降
）
に
離
職
さ
れ
た
方
は
、
平
成
22

（
２
０
１
０
）年
度
に
限
り
国
民
健
康

保
険
料（
税
）が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
平
成
21（
２
０
０
９
）年

度
の
保
険
料（
税
）は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

　

「
安
心
を 

み
ん
な
に
と
ど

け
る 

伊
予
の
道
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
行

わ
れ
、
初
日
の
「
交
通
安
全
祈
願

祭
」
を
は
じ
め
、
期
間
中
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
町
の
観
光
名
所
「
鹿

島
」
が
宇
和
島
藩
の
お
狩
り
場
だ
っ

た
こ
と
に
ち
な
み
、
南
レ
ク
御
荘
公

園
前
の
国
道
56
号
線
で
「
お
狩
り
場

交
通
茶
屋
」
が
行
わ
れ
、
町
交
通
安

全
推
進
協
議
会
・
南
宇
和
交
通
安
全

協
会
・
愛
南
警
察
署
・
南
宇
和
自
動

車
教
習
所
な
ど
計
45
名
が
参
加
し
、

お
殿
様
、
お
姫
様
に
扮
し
た
役
員

が
、
紅

白
も
ち

を
配
布

し
な
が

ら
ド
ラ

イ
バ
ー

に
交
通

安
全
を

呼
び
か

け
ま
し

た
。

4/10お狩場交通茶屋

4/6交通安全祈願祭（御荘平城 八幡神社）

 4/

6～15
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「
愛
な
ん
食
育
プ
ラ
ン
」を

策
定
！ 

　

食
育
活
動
に
ぜ
ひ
、

　
　

  

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

◆
愛
大
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

愛
な
ん
食
育
プ
ラ
ン
策
定

　

検
討
委
員
会

　
　

委
員
長　

若
林
良
和

（
愛
媛
大
学
教
授
）

　

一
昨
年
９
月
よ
り
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
で
策
定
を
進
め
て
き
ま
し

た
「
愛
な
ん
食
育
プ
ラ
ン
」
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
号
よ
り
シ
リ
ー
ズ
で
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

 

１
．
策
定
の
経
過

　

委
員
会
で
は
、
約
１
年
半
に
わ

た
っ
て
、
町
内
の
様
々
な
分
野
の

方
々
や
、
町
外
の
学
識
経
験
者
ら
で

合
計
40
回
近
く
の
会
合
を
行
い
、
検

討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

他
方
、
昨
年
１
月
19
日
の
「
食
育

の
日
」
に
は
、
町
内
す
べ
て
の
幼

稚
園
・
保
育
園
児
、
小
中
学
校
・
高

校
の
児
童
・
生
徒
全
員
と
そ
の
保
護

者
、
一
般
・
高
齢
者
を
対
象
に
「
愛

南
町
民
の
食
生
活
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
全
国
各

地
の
先
進
事
例
を
参
考
に
取
り
ま
と

め
た
も
の
が
、
「
愛
な
ん
食
育
プ
ラ

ン
」（
総
ペ
ー
ジ
57
頁
）
で
す
。
ま

た
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
の
た

め
に
、
「
概
要
版
」
を
作
成
し
、
町

内
の
全
戸
に
配
付
し
ま
し
た
。

 

２
．
「
愛
な
ん
食
育
プ
ラ
ン
」
の

　
　

 

め
ざ
す
も
の

　

委
員
会
で
は
、
本
プ
ラ
ン
を
よ
り

実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
べ
く
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
「
交
流
〜
連
携
〜

協
働
」
を
基
本
に
お
き
、
健
康
・
教

育
・
産
業
の
３
分
野
で
重
複
す
る
部

分
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
町
内
の

「
産
・
官
・
民
」
と
、
愛
媛
大
学
な

ど
「
学
」
の
連
携
に
比
重
を
お
き
ま

し
た
。

　

本
プ
ラ
ン
で
は
、
食
育
ス
ロ
ー
ガ

ン
（
基
本
理
念
）
と
し
て
「
み
ん
な

で
取
り
組
む
愛
南
の
食
育
！
〜
健
や

か
な
心
と
か
ら
だ
と
地
域
力
〜
」
を

掲
げ
、
そ
の
も
と
で
３
つ
の
基
本
目

標
、
６
つ
の
実
践
目
標
を
設
定
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
「
超
世
代
食
育
」
、

「
カ
ミ
カ
ミ
食
育
」
、「
給
食
食
育
」
、

「
継
続
食
育
」
、
「
体
験
型
食
育
」
、

「
産
消
交
流
型
食
育
」
と
い
う
６
つ

愛
な
ん
食
育
推
進

第
１
回

愛なん食育プラン

（左から概要版、プラン、アンケート報告書）

の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
、
最
優
先
で
取

り
組
む
べ
き
、
12
の
重
点
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
詳
細
は
順
次
、
次
号
以
降
で
紹

介
し
ま
す
。

　

他
方
、
本
プ
ラ
ン
が
速
や
か
に
、

か
つ
効
率
良
く
実
施
で
き
る
よ
う

に
、
「
愛
南
町
食
育
協
働
部
会
」
や

庁
内
の
「
政
策
・
連
絡
調
整
会
議
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
ぎ
ょ

し
ょ
く
教
育
」
や
文
科
省
指
定
の
小

中
学
校
事
業
な
ど
積
極
的
に
食
育

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

今
年
４
月
よ
り
「
愛
な
ん
食
育
プ
ラ

ン
」
に
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
包
括
的
で
、
か
つ
体
系
的
な
食

育
を
推
進
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

「食事バランスガイド」
望ましい食事のとり方や分量
を示しています
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持
続
可
能
な

　
　
　

防
災
教
育
へ
！

◆
消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

子
ど
も
手
当
の
お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

防
災
教
育
連
携
協
力
協
議
会

と
同
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
21

年
度
事
業
報
告
の
ほ
か
、
平
成
22
年

度
事
業
と
し
て
町
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
継
続
開
催
、
義
務
教
育
課
程
で
の

防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
の
た
め

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
設
置
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
町
内
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
「
四
国
防
災
八
十
八
話
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」
も
行
わ

れ
、
次
の
方
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

 

小
学
生
の
部

　

最
優
秀
賞

　
　

清　

水　

一い
っ　

平ぺ
い

く
ん

   

（
赤
水
小
６
年
）

　

優
秀
賞

　
　

森　

岡　

静し
ず　

空く

さ
ん

   

（
僧
都
小
６
年
）  

　
　

二　

神　

明あ

す

み

日
美
さ
ん

（
一
本
松
小
４
年
）

 
中
学
生
の
部

　

最
優
秀
賞

　
　

松　

本　

和わ

か

な

香
那
さ
ん

（
篠
山
中
１
年
）

　

優
秀
賞

　
　

所　

谷　

美み　

希き

さ
ん

   
（
篠
山
中
１
年
）

　
　

嘉
喜
山　

  

和
い
ず
み  

さ
ん

   

（
一
本
松
中
１
年
）

  3/
    21

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
の

も
と
に
、
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。

■
支
給
の
対
象

　

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

■
手
当
の
月
額

　

支
給
対
象
の
子
ど
も
一
人
あ
た
り

月
額
１
３
，０
０
０
円

■
手
当
の
支
給

　

手
当
は
、
年
３
回
（
６
月
、
10
月
、

２
月
）
支
給
月
の
前
月
ま
で
の
４
か

月
分
を
支
給
し
ま
す
。

■
請
求
手
続
き

　

児
童
手
当
か
ら
子
ど
も
手
当
へ
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
手
続
き
が
必
要
な
方

に
つ
い
て
は
、
保
健
福
祉
課
か
ら
案

内
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

①
本
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
た
方

　

児
童
手
当
か
ら
子
ど
も
手
当
に
自

動
的
に
継
続
さ
れ
る
た
め
、
手
続
き

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
本
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
て
、
中
学
校
２
、
３
年
生

の
子
ど
も
が
い
る
方

　

額
改
定
請
求
が
必
要
で
す
。

③
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方

　

認
定
請
求
が
必
要
で
す
。

④
支
給
対
象
の
子
ど
も
と
別
居
し
て

い
る
方

　

町
で
は
、
把
握
で
き
ま
せ
ん
の
で

該
当
す
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑤
出
生
、
転
入
等
の
異
動
が
あ
っ
た
方

　

認
定
請
求
又
は
額
改
定
請
求
が
必

要
で
す
。

■
現
況
届
に
つ
い
て

　

毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出

す
る
手
続
き
が
法
令
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
届
け
を
提
出
し

な
い
と
６
月
分
以
降
の
手
当
の
支
払

い
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
現
況
届
の
提
出
方
法

　

現
況
届
の
手
続
き
の
案
内
は
５
月

下
旬
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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５
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
の

　

国
民
年
金
の

　
　

手
続
き
に
つ
い
て
！

◆
町
民
課
か
ら

自
動
車
税
の
納
期
限
は

　

５
月
31
日（
月
）で
す
！

◆
税
務
課
か
ら

　

12
日
・
19
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

６
月
の
引
取
日
は
、

　

2
日
・
9
日
・
16
日
・
30
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★
国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
全
て
の
方
が
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
、
み
ん
な
で
支
え
合
う

制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
次
の
３
種

類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者
…
自
営
業
者
、

農
林
漁
業
者
や
会
社
を
離
職
さ
れ

た
方
な
ど
と
そ
の
配
偶
者

○
第
２
号
被
保
険
者
…
厚
生
年
金
、

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

（
会
社
員
、
公
務
員
な
ど
）

○
第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

（
年
収
１
３
０
万
円
未
満
）

　

会
社
に
勤
め
て
厚
生
年
金
保
険

（
共
済
組
合
）
に
加
入
し
て
い
る
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
が
、
会
社
を

退
職
し
た
場
合
は
、
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
住
民
票
の
あ
る

市
町
村
役
場
又
は
年
金
事
務
所
で
、

「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
５
月
18
日（
火
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の
登
録

名
義
人
の
方
に
そ
の
年
度
分
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
め
る

税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
も
併
せ
て
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機
関
ま

た
は
地
方
局
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
の
自
動
車
税
は
納
期
限

内
で
あ
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
で
の
支
払
い

が
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
た
減
免

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

愛
媛
県
南
予
地
方
局
（
℡
０
８
９
５

―

２
２
―

５
２
１
１
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
第
１
号
被
保
険
者
該
当
）届
」
に
年

金
手
帳
を
添
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

（
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
に
つ
い

て
も
同
様
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。）

  

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
に
関
す
る

 

問
い
合
わ
せ
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

　
　
　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

　

市
内
通
話
料
で
ご
利
用
で
き
ま

す
。
た
だ
し
携
帯
電
話
の
場
合

は
、
全
額
発
信
者
負
担
と
な
り
ま

す
。

　

０
５
７
０
―

０
５
―

１
１
６
５

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

０
３
―

６
７
０
０
―

１
１
６
５

〈
受
付
時
間
〉

　

月
〜
金
曜
日 

　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

第
２
土
曜
日

   　

９
時
30
分
〜
16
時
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保健事業のお知らせ（５月）
各種健（検）診

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

特定健診
肺・大腸
前立腺
肝炎検査

5月19日 水
古月集会所 ９：３０～１０：３０
鯆越集会所 １３：３０～１４：３０

5月21日 金 深浦公民館
９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

5月24日 月
小成川集会所 ９：３０～１０：３０
大成川集会所 １３：３０～１４：３０

5月25日 火
長野集会所 ９：３０～１０：３０
豊田集会所 １３：３０～１４：３０

5月26日 水
蓮乗寺集会所 ９：３０～１０：３０
中原集会所 １３：３０～１４：３０

5月27日 木
左右水集会所 ８：３０～ ９：００
猿鳴集会所 １０：３０～１１：００
尻貝集会所 １３：３０～１５：００

5月28日 金 中浦漁村振興センター
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

5月31日 月
上大道集会所 ９：３０～１０：３０
満倉集会所 １３：３０～１４：３０

特定健診・肺・胃・大腸
前立腺・肝炎検査

5月18日 火 長月公民館 ８：００～１１：００
5月19日 水 御荘文化センター ８：００～１１：００

乳がん
子宮がん
骨粗鬆症健診

5月12日 水 中泊集会所 １２：３０～１４：００
※

5月13日 木 愛南漁協福浦支所
９：００～１０：３０
１２：３０～１４：００

※

5月14日 金 西海町民会館
９：００～１０：３０
１２：３０～１４：００

※子宮がん検診は、午後のみ実施

乳幼児健康診査

内　容 月　日 曜日 場　所 対象年齢

乳児健診 5月11日 火
城辺保健福祉センター

H２１年１０月１日～１１月３０日生
５歳児健診 5月18日 火 H１７年２月１日～３月３１日生

育児相談

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 5月  7日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００
育児相談

5月12日 水
内海保健センター ９：３０～１１：３０

すくすく相談 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００
みなみっ子 5月24日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０
うみのこ広場 5月27日 木 西海支所２階親子ふれあい交流室 ９：３０～１１：３０

その他

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

病態別栄養相談 5月17日 月 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

両親学級
「かるがも教室」 5月20日 木 城辺保健福祉センター

１３：００～１３：３０
事前申込み

乳児栄養相談
「もぐもぐ」 5月20日 木 城辺保健福祉センター

１３：００～１３：３０
事前申込み
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

５
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

５・６月行事予定表

第１日曜日   2日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

憲法記念日   3日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

みどりの日   4日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

こどもの日   5日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

第２日曜日   9日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

第３日曜日 16日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

第４日曜日 23日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第５日曜日 30日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

５月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

軽

自

動

車

税

全期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
の

浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

5/31

6/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所

5/28

6/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
第
２
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各

集
会
所

5/26

6/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

5/24

6/18

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

5/20

6/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
一
本
松
集
会
所
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ

セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

5/18

6/14

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

5/14

6/10

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

5/12

6/8

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

5/10

6/4

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

5/6

6/2

５、６月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

５月

3 月 8：30～17：00
第32回

一本松少年剣道大会
一本松交流
促進センター

9 日 5：00～12：00
愛南レディース＆
ファミリー釣り大会

中泊港周辺

10 月 8：50～16：20 狂犬病予防接種集合注射 内海・御荘地区

11 火 8：40～16：30 狂犬病予防接種集合注射 御荘地区

12 水
8：30～16：30 狂犬病予防接種集合注射 西海・城辺地区

8：30～15：00
第15回きなはいや杯
クロッケー交流大会

南レク御荘公園
多目的広場

13 木
8：20～16：30 狂犬病予防接種集合注射 城辺地区

13：00～14：30
劇団風の子公演

「ワタリガラスのおはなし」
緑小学校

14 金

8：20～16：30 狂犬病予防接種集合注射
城辺

一本松地区

9：00～15：00
第8回西瀬戸グラウンド
ゴルフ交流大会

南レク城辺
公園野球場

13：00～14：30
劇団風の子公演

「ワタリガラスのおはなし」
長月小学校

15 土

8：00～11：30
第8回西瀬戸グラウンド
ゴルフ交流大会

南レク城辺
公園野球場

13：00～18：30
愛媛FCマッチシティ
マッチタウン公式戦
（VSギラヴァンツ北九州）

ニンジニア
スタジアム
（県総合運動公園）

16 日
8：30～17：00

高松宮賜杯
軟式野球支部予選

南レク
城辺球場

8：30～16：00
第11回愛南レク
バレーボール大会

御荘B＆G海洋
センター体育館

20 木 13：00～15：30 人権相談 城の辺学習館

21 金 18：00～21：00
サンセットクルーズ＆
ほたるウォッチング！

愛南町鹿島

22 土 18：00～21：00
サンセットクルーズ＆
ほたるウォッチング！

愛南町鹿島

23 日

18：00～21：00
サンセットクルーズ＆
ほたるウォッチング！

愛南町鹿島

10：00～15：00
愛南びやびや祭り
２０１０

漁協協同組合本所
（深浦港）

14：00～15：00 作ってあそぼう 夢創造館

29 土 8：30～
第62回南宇和

中学校総合体育大会
（１部）

南レク城辺公園
野球場他

30 日 8：30～
第62回南宇和

中学校総合体育大会
（１部）

南レク城辺公園
野球場他

６月

1 火 13：00～15：30 人権相談 城の辺学習館

5 土 9：00～17：00
第6回愛南町

スポーツ少年大会
ミニバスケットボール競技

城辺小
屋内運動場

9 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

15 火 8：30～
第62回南宇和

中学校総合体育大会
（２部）

野球場他

愛いっぱい愛南産直市
６月８日（火）～１４日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　三越松山店
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に け ー し ょ ん
3/26 私たちの木製ベンチで休んでください!
　このほど、地域貢献活動の一環として、町商工会工業部会(小島

豊
と よ ひ さ

久部会長ほか7名)が木製ベンチ8台を製作し、愛南町に寄贈さ

れました。建設業や製造業という会員の技能を活用して作られた

ヒノキの木製ベンチには、工業部会という手作りの刻印が押され

ています。小島会長は、「多くの町民に喜んでもらえるよう、丹精

込めて作りました。どうか、公共施設に設置してください」と清水

町長に贈呈し、清水町長も、各地域の公共施設に設置させていた

だきますと、謝辞を述べました。

3/28 感動をありがとう!南高吹奏楽部定期演奏会

　御荘文化センターで、南宇和高校吹奏楽部の「第24回定期演奏会」

が行われ、高校生とは思えない華やかで迫力のある演奏に、満席と

なった会場から大きな拍手が送られていました。

　演奏会では、同校吹奏楽部卒業生でトランペット奏者の河野由
ゆ に

任さんが特

別ゲストに招かれ、「トランペットのためのソナタ」よりサラバンドを演奏し、柔らかな音色を披

露しました。また、70年代ハードロックバンド「ディープ・パープル」のメドレーや「南高ヒットパレー

ド」では、軽快なダンスとパワー溢れる演奏で会場は大いに盛り上がりました。

　3年生にとっては吹奏楽部3年間の成果を発表する場であり、4月から松山中央高校へ異動と

なった顧問の土居俊
し ゅ ん い ち

一先生にとっても、9年間育ててきた吹奏楽部の集大成の演奏会で、涙と

笑顔の素晴らしい演奏会になりました。

4/3～4 楽しい城遊び!
　深浦地区恒例の「節句の城遊び」に23名の子ども達が

参加し、竹や杉、ダンボールで作った手づくりの「お城」

に、大漁旗や色紙などを飾りつけ、1泊2日の宿泊を体験し

ました。

　公民館やPTA、老人クラブなど地区有志の協力により

毎年行われているもので、「お城」のほか、子ども達も一緒

になってブランコやシーソーを作り、かくれんぼや長縄跳

び、肝試しなどをして楽しく遊びました。

特別ゲスト

河野由
ゆ に

任

さん
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愛 南 こ み ゅ
1/20 

　まちを元気にしようと町ボランティア連絡会による「げんき市」が開催され、歩行者天国と

なった城辺商店街では、ストリートダンスショーや探検ウォークラリー、各ボランティアグループ

の活動紹介、うどんやカレーライス販売など、盛りだくさんのイベントがあり、清 し々い春の青空

のもと、多くの家族連れで賑わいました。

新しい感性で、年賀状甲子園初V!

飼い猫の
写真を
加工した
岩村さんの
作品 ▼

▼

柔らかなタッチの
　水彩イラスト
　西川さんの作品

干支のトラを
勢い良く描いた
梅田さんの作品 ▼

3/21 まちを元気に!げんき市

　「新しい感性で記憶に残る年賀状を」と高校生

を対象に大阪市の民間会社主催による「第1回年賀

状甲子園」が行われ、全国から参加した46校の中か

ら、南宇和高校美術部が見事初優勝を飾りました。

写真・イラスト・干支をテーマとした3つの作品をそ

れぞれ出品し、参加校による相互採点とグラフィッ

クデザイナーらによる審査によって、同校美術部の1

年生(現2年生)の岩村美
み え こ

恵子さん、西川沙
さ え

絵さん(イ

ラスト)、梅田佳
よ し こ

子さん(干支)が制作した年賀状が選

ばれ、初代優勝校の栄誉を受けました。
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元
気
い
っ
ぱ
い

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

　愛媛県予選を勝抜いた南宇和剣道会が、徳島県鳴門市(鳴門・大塚スポーツ
パーク)で開催された「第32回全国スポーツ少年団剣道交流大会」に愛媛県代表
として出場し、敢闘賞を受賞しました。
　今大会では、厳しい予選リーグ(宮崎県、茨城県、愛媛県)を全勝で突破したも
のの、決勝トーナメント1回戦で岡山県に惜敗しました。
　愛媛県という看板を背負って全国という大舞台で正々堂々と戦い、決勝トー
ナメントに進んだことは、選手ひとりひとりにとって大きな自信となり、また
敢闘賞受賞という栄誉は一生の思い
出となるよい経験になりました。
　全国大会に出場した選手は次の

方々です。

南宇和剣道会
  先鋒 二神明

あ す み

日美(一本松小4年)

  次鋒 中井亜
あ き

紀(一本松小6年)

  中堅 岩村隆
りゅう せ い

成(一本松小6年)

  副将 久德真
ま こ

子(城辺小5年)

  大将 岡本雄
ゆ う ひ

飛(深浦小6年)                      

全国大会で敢闘賞 ! 南宇和剣道会
3/　

27～29

　御荘B&G海洋センター体育館で、「第6回愛南町9人制
女子バレーボール大会」が開催され、5チーム58名が参
加して熱戦を繰り広げました。
【大会結果は次のとおり】

優勝  Passion(パッション)                      

9 人制女子バレー大会
3/　

 28

　サッカーの普及・強化を通した地域の活
性化の一助として、南宇和サッカー協会(斉
藤武

た け と し

俊会長)が、このほど公式ホームページ
(http://minamiuwa-fa.com/)を開設しました。
　同協会では、南宇和高校サッカー部の活
動を中心に、シニアやジュニア、女子ク
ラブなど、町内サッカークラブの活動を
郡外、県外へ発信することによって、サッ
カー王国南宇和のイメージアップを図り、
まちづくりの一助としたいと取り組んでい
ます。活動の中心となる南高サッカー部主
将の立花 涼

り ょ う

くんは「私たちの目標は、強豪
南宇和の復活です。」と力強く語ってくれ
ました。
　平成29年には、愛媛国体女子サッカー
競技が愛南町で行われます。サッカー王国
「南宇和」の復活を、町をあげて盛り上げ
ましょう。

南宇和サッカー協会ホームページ開設 !
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 5月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   

第1・3日曜

 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●21日(金)・28日(金)
　は夢創造館で行な
　います。

●13日(木)
　食育に関する
　エプロンシアター
  「味覚の話」

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００
　

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１５：００

長月
保育所

城辺
保育所
（女子）

●今年度から日曜ひろばを開
　催します。

●12日(水)世代間交流

●19日(水)ベビースリング
　お人形の服を作ります。

城辺
保育所
（男子）

１０：００ １５：００
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◆
篠
南
川
柳
会

夢
詰
め
て
背
中
で
弾
む
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　

保
美

ス
キ
ッ
プ
で
弾
ん
だ
足
も
今
は
杖　
　
　
　

す
み
子

新
所
帯
里
よ
り
運
ぶ
米
野
菜　
　
　
　
　
　

幸
枝

老
い
て
尚
寒
さ
堪
え
て
お
洒
落
す
る　
　
　

千
代
子

寒
さ
な
ど
平
気
娘
の
膝
小
僧　
　
　
　
　
　

芝
田

陽
だ
ま
り
に
母
連
れ
出
し
て
背
を
擦
す
る　

由
紀
子

陽
気
だ
な
そ
う
か
解
っ
た
年
金
日　
　
　
　

マ
ッ
チ
坊

親
も
子
も
陽
気
に
さ
わ
ぐ
両
隣　
　
　
　
　

善
子

嫁
陽
気
我
が
家
は
い
つ
も
笑
い
声　
　
　
　

お
か
の

里
帰
り
つ
い
つ
い
ぐ
ち
が
こ
ぼ
れ
出
る　
　

京
子

霜
や
け
の
手
に
あ
っ
た
か
い
母
の
愛　
　
　

清
子

◆
菊
川
俳
句
会

松
山
や
花
に
お
城
に
子
規
の
影　
　
　
　
　

村
尾
加
都
子

浦
抱
く
里
の
山
並
花
の
雲　
　
　
　
　
　
　

井
関　

満
子

波
し
づ
か
陽
の
き
ら
め
き
し
花
岬　
　
　
　

井
関　

禎
美

又
元
の
山
に
返
す
や
み
か
ん
畑　
　
　
　
　

猪
野　

忠
夫

歳
月
を
経
て
な
お
美
し
き
ひ
い
な
雛
か
な　
　
　

小
野
山
シ
マ
子

雨
は
れ
て
桜
さ
く
ら
の
四よ

方も

の
山　
　
　
　

宮
下　

熊
夫

◆
内
海
俳
句
会

蛙
鳴
く
唄
と
踊
り
の
孫
帰
り

葉
桜
の
小
鳥
と
な
り
し
曽
孫
か
な　
　
　
　

好
岡
東
明
子

人
の
世
に
鳴
く
亀
相
思
お
し
通
す

年
ど
し
に
花
待
つ
心
香
の
失
せ
ぬ　
　
　
　

大
田　

信
子

色
づ
き
た
梅
落
す
ま
じ
春
嵐

カ
タ
バ
ミ
や
音
な
き
風
に
ひ
そ
と
ゆ
れ　
　

ほ
た
る
草

落
花
霏
霏
古
偲
ぶ
龍
馬
像

踏
み
迷
ふ
途
無
き
路
の
陽
炎
え
る　
　
　
　

岩
森
十
志
子

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会

東
風
吹
か
ば
と
言
い
つ
つ
見
上
げ
し
梅
ヶ
枝
に
番
か
二
羽
の
小
鳥
遊
べ
り　
　
　
　
　

井
村　
　

操

口
紅
を
買
い
て
思
え
り
在
り
し
日
の
母
は
紅
な
ど
つ
け
は
し
た
か
と　
　
　
　
　
　
　

岩
村
千
代
子

弟
の
永
久
の
寝
顔
は
清
や
か
で
我
が
子
に
似
た
る
今
起
き
だ
し
そ
う　
　
　
　
　
　
　

扇
野
八
代
生

耳
遠
き
夫
に
用
あ
る
人
来
れ
ば
炊
事
し
つ
つ
も
会
話
の
聞
こ
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
本　

清
子

枝
張
り
て
咲
き
満
つ
る
杏
仰
ぎ
見
る
孫
入
学
の
記
念
に
植
え
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
松　

幸
枝

酒
好
む
父
に
あ
げ
た
る
「
梅
錦
」
抱
き
し
笑
顔
に
安
堵
せ
し
わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　
　

香

朝
起
き
れ
ば
己
ず
と
口
に
出
る
言
葉
頑
張
れ
が
ん
ば
れ
と
杖
に
す
が
り
て　
　
　
　
　

田
中
久
二
恵

日
を
重
ね
波
に
洗
わ
れ
身
に
つ
き
し
価
値
の
束
ね
を
知
恵
と
し
呼
ば
ん　
　
　
　
　
　

藤
井　
　

擴

亡
き
母
が
釣
瓶
で
汲
み
し
井
戸
水
を
手
押
し
ポ
ン
プ
で
吾
は
汲
み
い
る　
　
　
　
　
　

前
田　

昭
夫

ふ
る
さ
と
の
ハ
ッ
サ
ク
少
し
送
る
と
き
入
れ
し
な
ず
な
の
絵
て
が
み
喜
ぶ　
　
　
　
　

前
田　

知
子

久
々
の
こ
の
晴
天
を
逃
さ
じ
と
じ
ゃ
が
芋
植
え
る
溝
を
切
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
マ
ス
子

闘
い
を
終
え
て
引
か
れ
ゆ
く
巨
き
牛
大
粒
の
涙
ボ
ロ
ボ
ロ
こ
ぼ
す　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
美
代
子

さ
し
な
み
の
窓
ぬ
ら
し
ゆ
く
春
の
雨
沈
丁
の
花
匂
ふ
夕
暮
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
村
寿
美
子

音
も
な
く
去
り
行
く
影
を
目
に
追
え
ば
ブ
ル
ー
の
空
に
残
る
白
線　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

豊
子

目
白
来
て
桜
の
花
の
蜜
を
吸
う
廃
家
の
庭
に
春
盛
り
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
近　

正
弘
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします。（1回
の相談人数は8人までで事前に予約が
必要。定員に達した場合は受付を終了）
５月１１日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ５月８日（土）・２６日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（３月受付分）

（３月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
「
南
楽
園
花
菖
蒲
ま
つ
り
」開
催
の
お
知
ら
せ
！

生
涯
学
習
課
か
ら

が
ん
ば
れ
！
愛
媛
Ｆ
Ｃ
！

商
工
観
光
課
か
ら

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

開
催
期
間　

５
月
22
日（
土
）

〜
６
月
６
日（
日
）

「
南
楽
園
二
人
展
」
も
同
時
開

催
し
て
い
ま
す
。

場
所　

南
楽
園
管
理
棟
休
憩
所
内

【
藤
部
吉
人
石
彫
展
】

石
彫
作
品
「
森
の
魚
」「
フ
ク
ロ

ウ
」
な
ど
小
さ
い
も
の（
３
〜
５
㎏
）

を
中
心
に
展
示
販
売
し
ま
す
。

【
天
野
薫
陶
芸
展
】

現
代
ア
ー
ト
を
主
に
、
オ
ブ

ジ
ェ
か
ら
日
常
雑
器
ま
で
自
然
な
発
想
で
作
陶

し
た
陶
芸
作
品
や
、
代
表
作
「
青
い
林
檎
」
を

は
じ
め
約
３
０
０
点
を
展
示
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

南
レ
ク
㈱
「
南
楽
園
」（
℡
０
８
９
５
―

３
２
―

３
３
４
４
）

　

今
年
も
、
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム

（
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）
で

愛
南
町
の
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

５
月
15
日（
土
）
13
時
〜

対
戦
相
手　

ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州

こ
の
日
は
、
愛
南
町
に
お
住
ま
い

で
、
高
校
生
以
下
の
児
童
・
生
徒
と
65

才
以
上
の
方
は
無
料
で
、
そ
れ
以
外
の

方
も
５
０
０
円（
通
常
１
，
５
０
０
円
）

で
観
戦
で
き
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
は
、
生
涯
学
習
課
で
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）



　2月号の編集後記で「天

災は忘れる間もなくやって

くる」と書いてしまいまし

たが、2 月 28 日に発生し

たチリ地震をはじめ、4月

14 日の中国青海省地震、4

月 16 日のアイスランドの

大噴火と世界的には立て続

けに大きな災害が起こり、

まるでこれでもかと人々に

忘れさせないように起こっ

ているかのようです。

　さて、早いもので広報を

担当するようになってから

丸一年が経ちました。最初

は何もわからないまま締切

りに追われる毎日でした

が、それでもいろいろな所

へ出向いて取材をする中

で、今まで知らなかった愛

南町、多くの方々の想い

や営みがあってまちが成り

立っていることを改めて感

じさせられました。まだま

だ知らない愛南町がたくさ

んあります。これからもど

しどし取材に出向きたいと

思います。5月号では心機

一転、表紙など少しデザイ

ンを変えてみました。しば

らくはこのデザインでお付

き合いいただければ幸いで

す。

愛南町の人口
平成22年 4月 1日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

　「あしひきの山
やまさくらばな

桜花、日
ひ な ら

並べて、かく咲

きたらば、いと恋
こ

ひめやも」

　万葉歌人の山
やまのべのあかひと

部赤人が詠んだ歌で、山

の桜が何日もきれいに咲いているなら、

こんなに恋しいと思わないでしょうとい

う意味です。昔の人たちは桜の美しさや

散るはかなさを、歌に詠み、その想いを

後世へと伝えてきました。

　万葉の時代から約 1300 年。今年も愛南

町では大森山公園などで、多くの花見客

が満開の桜を楽しみました。

愛
は

南
か
ら

10,924 戸

25,515 人

11,921 人

13,594 人

世帯数

人口

　男

　女
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